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第1章 満淵 二於 ケル結核蔓延駄況

第1節 結 核 死 亡 卒

満洲全 レ 統 計ハ無 久 醐 痕測及鐵 道附嶋地 ノ

ミデアルガ、關東 覇人n動 態統 計二 欝 レバ.昭

和12年 度 ノ各民族全艘 ノ人IU萬 二 勤 入ル結

核 死亡寧 ハ關 東甥 内2⑪.5、 鐵 道附嚇 迦 欝。0、合

計19議 デ ア・ソテ、H本 内瑚 擁lrバ9。 跡 大 κ1

ガ無 イ.

然 ラバ 在備邦入 ノミデ ハ如珂 か云 フニ、 期 東

州26② 附嶋地18。8、 合計22、5、 即 チ員本 内

地 藷リモ 多 ぜガ、 内晦 ノ/帯市李均 婆 ・1℃抵

畷鵬

然 シ在{繭邦 声㍉ガ結核 ∴罹 階場 合 ・・内地∴舗還 ㌦

亀κガ多 グ ・先 晦 力副{漁 還 習申 多藪 ・死亡

κガ出 ルガ墾。と等 ガ皆1鹸洲 デ死亡 三・なトシチ死

亡率 ナ推定 ヘル'薫 トへ、1繭灘督 誌核病1・ ぜ嚇系

%索 憐 ・-L∴必 要デ ザ・・糠

嘗 テ岩欝氏 ハ大 止9-1鑑 で{」ノ1鹸鐵 々心従事 自聴

結核死 亡率 ・・内地麟還 退職 後 ノ死亡 搾数 チモ推

定加1算じ チG.鍋 ㌔筆トナ 三.臼 叡内地 ノ3轄 ト報
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築1表 　漏 洲 一　:一於 ケル 結 核 死 亡奉(昭 和12年.

告 シタ.

其 後 自分 ハ 昭和3-6年 ノ 満鐵共濟耐員及家族

ノ結核死 亡率 テ調査 シ、 内地蹄 還後 ノ死亡者 テ

カHへ 又退職 後 ノ死 亡者 ヲモ推 定加算 シタ結果、

3.5%ト 云 フ率 テ 得 タガ、之 ハ其頃li内 地 結核

死 亡寧 ノ1.8倍 二常ル ト報 告 シタノデ ァル。

三浦氏 モ大 正9-14年 ノ在満邦人 ノ結核 死亡率

ハ10歳 衣満 ノ結核 死亡率 ガ 内地 ノ2倍 内外 テ

示 ス事實 ガ満 洲 轟於 ケル結核畿生 率 ノ藁相 テ語

ルモ ノグ ト論 ジタ鐙

jll人氏 ハ大 正14一 昭和5年 二就 テ、 尺口構成 デ

内地 ト同一 ニ シテ訂 正死亡 率 ヲ求 メ、3.72%卸

チ 内地 ノ1.8倍 ト断 ジ タ。

其後 山田、川 入爾氏 ハ昭和6-10年 ノ在満邦人

ノ結核死 亡傘 ラ訂 正算定 シテ内地 ノ1.5倍 ト報

告 シタノテアル.

自分 ハ 今同大 日 仁銃 計年鑑 カラ 算出 シタ昭和

10年 内地年齢 別結 核死亡傘y、 昭和9--10年 在

満 邦人 ノ夫 トテ比較 シテ見 タガ、大艦 二於 テ在

澗邦人 ノ方 ガ内地 ヨリ高傘 デァル.就 中小 見 ト

老人 轟於 テ高 ク、5歳 以下 デハ内地 ノ6倍 、6

-10歳 デ3.6倍 、11-15歳 デ1.8倍 、50--60

歳 デハ2.4倍 デ アル、,然 ル ニ16-20歳 デ ハ其

差 ガ小見期 ヨリ減 ジ、21-35歳 二・於 テノx内地 ト

大差無 イ,,從 テ第2表 テ見 ルF、 内地 ノ曲線 デ

ノ、見 ラ レナ イ様 ナ山 ガ 高年者 ノ所 二鵡來 テ居

ル。然 シ之 ハ高 年者ソ 山 ト見 ノVヨ リモ剤1年 者

ノ所 二不 自然 ナ谷 ガ出來 タノダ ト考 ヘル方 ガ正

シイ ト思 フ轍即 チ此年 齢階級 二於 テノ、、 肉地 二

蘇 還 シテ死 亡 シタ者 ガ多 イ爲 二、瀟 洲 デ ノ死 亡

卒 ガ下 ツテ居 ル ノデアル。

夫故若 シモ此年齢 ノ青肚年級 ノ患者 モ内地 ユ鯖

還 セ ズニ満 洲 二留 ルモ ノト假 定 層孔ル ト、 満洲 デ

治癒 一㍉ル者 モ アルー面 ニハ瀟洲 デ死亡 スル者 モ

生 ズル カラ、死亡率 ハ現 在表 面 二現 ハ レテ店 ル

モ ノ ヨリモ遙 カニ高 クナ ル道 理 デ アル、 ソシテ

此 死亡卒 ・曲線ハ16-20歳 ノII』ノ頂 カ ラ急 二

降 ル コトナ シニv恐 ラク内地 ノ曲線 二添 ツテ21

-25歳 デ更 二昇 リ
、夫 ヨ リ徐 々二降 リ、51-56

歳 ノ山 ノ頂 二連絡 スル デァラウ ト考 ヘノロ トハ

無 理 デナ イ ト思 フ.何 故 ナ ラバ其曲線 ハ内地邦

人 ノ死亡傘線 ト略 胤李行 ヲ保 チ、恐 ラク自然 二

近 イモ ノ ト見 ラ レル カラデ アル(昭 和12年 ノ年

齢 別結 核死 亡傘 琢 俵 サ レテ居 ノ・二拘 ハ ラズ、

昭和10年 ヲ 選 ンケ ノへ 此`1三二 國勢調査 ガ行

ハレタ爲 へ 死 亡傘 算出 ノ基礎 デナ λ人 ロガ正

確 デアル ラ以 テ デ アル}.

借15歳 迄 ノ少青∫ひ51歳S⊥ イ笈/老5賭 ノ・舗

シテモ内地 轟蹄 ヘル者 ガ少 イ 呪 テ死亡傘 二訂

正 テ加 ヘ ズ、16-50歳 ノ間 一　・一ノ ミ訂 疋 ラナ 入コ

ト轟 響ヘル ガ、訂 正率 テ何 唄 《ルカガ難問題 デア

ツテ、 今適常 ナ資料 ガ無 ㌔ 依 テ1Lム ナ グ 案

トシテ16-20歳 ノ 在1繭羽二人 ト内地 日本ノNト ノ

結核死 亡傘 ノ難 ラ募考 トシタ諺 肝 此年齢 二於

テ ・・内地 二比 シ3寓 増 シ・1…ナツ勃}リ
、内地蹄

選 死亡者 テ推 定 シ獅 へ50%増 シ ト見積 リ、之

ラ標準 トシテ訂 正 シ、2トー25歳 轟於 テモ酋地 ノ

32.2エ50∴ 加 ヘ タ48・3テ 以 テ在満 邦入結核死

亡寧 ト訂IEス 」・,,夫 カ ラ51歳 ∵ デモヤハ リ50

%増 シ トシテ計算 人ルカ ドウカ ト云 フヘ ノげ

ハ 内地 ノ曲線 トマ グ懸 ケ離 レ功}ツ テ不 自然 ノ

毒
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鎮2表 　在漏 日本人年齢別結核死亡率

　　　　 (人 口1萬 二付)

o-__一_○_●

o　　　　-一一 〇　一一一一一w-■

在漏日本人(昭 和9-一一10年〉

同　訂正

在内日本人(昭 和10年)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゑド

観 テ脱 セヌカ ラ、 自分 ノ・別 ノ方 法 テ トリ、21-

25歳 ノ訂 正死亡傘48.3ト 云 フ=最高峰 カ ラ51-

55歳 ノ所 ノII1ノ頂 二向 ツテ直線 ヲ引 キ、此線 ト

年齢 線 ノ交 叉1貼ヲ讃 ンデ各年齢級 ノ結核死 亡傘

ラ推 定 シテ大過 ナイ様 二思 フ.何 故 ナ ラバ斯 ク

シテ出來 タ在満邦入 ノ訂正結核死 亡傘 曲線 ハ内

地 ノ死 亡率 曲線 ト大 灘虹行 へ加 カ ラデアル窃

斯 ク シテ推定 シタ結核死 亡翠 ヲ各年 齢級 ノ人 ロ

ニ掛 ケテ、 昭和9-10年 ノ 結核死 亡藪 ラ 算出

シ、夫 ヲ全部 合計 シ全人 ロニ封 λル率 ヲ出 シテ

見 ル ト、1萬 二封 シ31.2ト ナ ル、之 ハ結核 二罹

ツタ在満邦人 ガ内地 二蹄還 セ ヌモノ ト假定 シタ

場合 ノ糸吉核タピ亡傘 ノ責隻鼻£限度 ト兇 ルムごモ　ノ　ト考

ヘル.帥 チ訂 正 セザル奪21、8aリ44%多 久

内地 日本人 ノ19.1-・　・・比 シテ62.5%ノ 増 加 デ ア

ル、簡 躍 二云ヘ バ、 在満邦人 ノ結核死 亡傘 ハ内

地(全 國,二 比 シ少 ク トモ ←;剛以上 多イ ト見テ 欝

イテアラウ

尤 モ在蒲邦 ヘト云 ツテモ、 ノこハ關東州ゐ臓 道附

燭地 ノ1眠 へ 殆 ンド全 繍 瞼 地生 活者 ヂ アル

カラ、 日本全國 ム比 入ル ヨ リハ寧 ロ内地 ノ都市

ト比較 スベ キデ アル ト云 フ見地 カ ラスレバ、昭

和10年 ノ内地人 口10萬 以上 ノ都市李均死 亡卒

24.2二 封 シ、 鹿満邦 入訂正 死亡傘31。2ハ 約3

翻 増 デ ァル.

次 二大蓮市 ノミニ就 テ見 ル轟 各人種 合計 デハ昭

和12年 度 一…tu　1155名 結 核 デ死亡 シ、人 口1萬 轟

付22.9二 常 リ、内地人 デハ414名 、人 口1萬 二

付 キ26.7、 之 モ 内地人 口1⑪ 萬以上 ノ都 市 ヨリ

高傘 デアル.マ シテ内地蹄還後 ノ死亡者 ラ加 フ

レバ ー層高 傘 トナル ソデ ァ残.

大 連市 二 於 テ 火葬 二 附 セ ラレタ 内地人結 核屍

龍 ハ 人 口1萬 二付39.8肋 膜 炎 攣加 フ レバ628

名 デ 入tl　1萬 二付42。8二 上7v・.大 連 ハ 満洲 ノ

南端 デァ リ、醤療施設殊 二結 核療 養機關 ガ地 ヨ

リモ難冨 デアル カ ラ、結 核患者 ガ自然集 マ リ、

從 テ死亡者 モ多 ク出ル ノミナ ラズ、 内地編還 ノ

足 グマ リ トナル場所 デアル爲 メニ、一 時的滞在

者 ノ死亡 モ之 二加 リ愈 い尺葬薮 ハ多 クナル ノデ

ア メ払
⑬

　　　　第3表 　大連市結核性疾患屍穴葬籔

　 　 　 [

年 　 次 ・

昭 和1{}

同11

同i21

同13

築 　 均}

次 二満人 ノ結核死亡傘 ハ關 東州 デハ 入口1萬 二

付19,5,附 属 地 デノ・2L4、 何 レモ 在満 日本人

ヨリ低傘 デ ァル燈之 ハ本質 的 ノ差 異 デナ ク、診

断 ノ附 シ方 ニ ヨル誤差 デナ イ カト云 フ コ トモ當
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然 考ヘ ラ レル ケ レ ド、他 ノ方面 ノ観察 ナ ドカ ラ

考 ヘ テ、實際結核 死亡奪 ハ低 イノデア ラウ ト思

フ 群

猶満 人 二於 テハ青駐年級 ノ結核 死亡傘 ガ日本人

弟比 シテ著 シク低 イコ トガ目二付 ク、40歳 カラ

段 々高 クナ リ、56-60歳 デ 最高 ノ44.8テ 示 シ

テ居ル(昭 和9-10年 度 季均)、 之 テ先 二述 べ タ

在満邦人 ノ訂正死 亡傘 ト共 二曲線 ニ シテ比較 ス

ル トソコニ著 シイ相 違 テ示 ス(第4表 〉。

此關係ハ墓灘 ノ本 島人 ノ結 核死亡卒 ト酷似 スル

所 ガ アル.即 チ壷北 ノ小 田教授 ヤ絡 督 府 ノ曾 田

技 師等 ノ報 告=ヨ ル ト,本 島人 各年 齢級1萬 二

墾 スル當該年齢 ノ結核 死亡卒 ノ曲線ハ青魅年級

二於 テ山 テ形成 スル コ トナク、小見期 カラ60歳

マデ上 リ坂 ノー途 テ辿 ル ノ ミデアル.然 シテ毫

濁 二於 ケル内地人 ハ内地 ヤ満洲 ト異 リ、 青歌年

二於 テ死 亡傘 ガ高 ク無 イノデアル ガ、而 シ15歳

カ ラ25歳 ニ カケテ 少 シク上 ツテ 小丘 ラ示 シテ

居ル。思 フニ皇醒 二於 テモ青牡年 ノ・結核罹病後

内地 二蹄還 シテ死 亡 スル者 ガ相當多 イデァ ラウ

カ ラ、夫 テ考慮 シテ訂正死 亡牽曲線 ヲ書 クナ ラ

バ,蕪ヤハ リ青牡年級 二於 テ高 イ山 テ作 ルデ アラ

ウ.即 チ蔓灘 二於 テモ内地人青肚年 ト本 島人 ノ

夫 トノ間 二結核罹病度 ノ差異 ガカナ リアル コ ト

ガ察 セラ レル。

要 スル ニ 日本入 ハ内地 二於 テモ満洲 二於 テモ將

叉毫謹 ニガ:テモ、 青}辻年 ノ結核死亡傘 ガ高 イガ

満 人或ハ蔓灘本 島人 二於 テノ・之 二反 スル ノデァ

ル.之 ハ甚 グ興味 アル事實 デ、其差 ノ由 テ來 ル

理 由 テ閾明 スル事 ガ重要 デアル。何 トナ レバ此

方面 ノ調査 ガ我國 ノ結核稼防封策 ノ上 二重要 ナ

ル示 唆 テ興ヘル カモ知 レヌカ ラデ ァル。満人青

准年 ハ本來 強健 ナル出稼鍔働 者 テ多 ク含 ム コ ト

モ結核 死亡傘 ノ低 イー一因 テナ スカモ知 レヌガ、

夫 ノ ミデハ説明出來 ヌ.

白分 ハ マダ之二封 スル適確 ナル答 テナ シ得 ル資

料 ヲ持 タナ イガ、 唯然 シ日本人 ハ満 人 ヤ毫謹 本

島人 二比 シテ青歌年 時代 二抵抗カ ヲ減弱 セ シム

ル動 機ガ多 イ ノデ アラウ ト考 ヘ テ間違 ナ イ様 二

3ti

/

第4表 　在瀟H本 人及瀟人ノ年齢別結核

　　 死亡奉比較　(人ロ1萬 二付)

　　　　 (昭和9-40年 度)

、

、

葱
◎

、
、

㌔

、

、

、

＼

舜

孝

＼
㍉

ハ
/

＼

＼

ー
ー
ー

、

　

　　　　　　　　　 日本人(遠 藤訂正率)

　 　　 ・一 。一 ・ 浦　人

思 フ。然 ラバ其 動機 ト八何 ゾヤ ト云 フニ、特 二

業 務 二勤勉 二過 ギル モ ノ、不顕 生ナル 私生 活 二

耽 溺 スルモ へ 或 ハ爾者 ヲ兼 ヌルモ ノガ多 ク、

ツマ リ腿養 ノ足 ラヌ膿 カ ラ浩耗 シ過 ギル國民 ガ

青 批年 級 二特 二多 イ ノデナカ ラウカ.

次 二 満鐵共濟 蹴員(日 本 人〉結核 死亡傘 ハ 昭翻

13年 度 ・　・.於テ醗 員1萬 二付37.5デ アルe肋 膜

炎 ヲ除 ク ト32・8ア ル。 共濟祉 員 ノ李均年 齢 ハ

男30歳 、女23歳(男18-34、 女17-23歳 ガ過

牟藪 テ占 ム〉デアル カ ラ、内地同年輩(9fi　21-30

歳)ト 比較 スル ト後者(昭 和10年>28。5デ アツ

テ・ 満漸 損 ノ方 ガ死亡傘 ガ高 イ.
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猫満鐵共濟趾員 ノ昭和10年 度二 於 ケル肺疾患

死亡者ハ死亡者総撒 ノ44.3%"當 リ、昭和9年

度内地鐵道省共濟組合 ノ同様計算ニヨル卒23。8

%二 比 シ著 シク高率 デアル.

叉肺結核、肺浸潤、肺炎「カタル」ニ ヨル慶疾者

　　　　　　　　　　　　　第5表

ハ 全慶疾 者 ノ77.6%デ アル ガ、 鐵 道省 ノ夫ハ

59。6%デ 、 ヤハ リ満載 ノ方 ガ高率 デ アル.

要 スルニ満洲 二於 ケル 日本人 ノ結 核ハ文明國中

最 モ 高奪 デ示 ス 日本 内地 ヨリモ 更 二 高傘 デ ア

ノレ糠

　　　　　　　 各國結核死亡傘比較表(人 口1萬 二付)

學 術振興會編、國民保健二關スル統計資料、日本結核事業総覧及ピ

　　　　　　 内閣大H本 帝國統計年鑑等二va〃

　　　年
映

　日
一{

大 正14

本

　　　次

1西 暦一一 『 　 ～ 一 一 ㎜

隔

1ぜ

ウ 工

ソグ ラ

　 ー 〃

ソ ド

　 濯ス

{1》 と5 10.39 {
昭和 1 !　 26 9.61

2
…

127 田一

9.72
　 -

9.283 i　 28
…

4 i　　 29
　

9.59
一

5 i　 30 898
　

沖　　　一 ～

6 31 8.96

7 32
…
837

一一

8 　　　　33
{

8.24 i
9 134 7.63 「　 1

一一
ユ0
1　　 35 7.6 …

卜　　　　一 　_

11
　 一 　　　　　甜

12

136 一}

矯
　　　　37}
一

一

一
}
i肇3

捌…

　　38

フ ラ ソス イ タ リ ー　 ド イ ツ 北　米

1;5。60　　 15.32　　 106　 　9。28

ユ9、58　 　　14.67　 　　　9.8

17.51　 ;　 13.63　 1　　 9。3
ぬ　　　　　　　　

　16
.66　 1　 12.79　 　　　8。8

16.78　 　　12。37　 1　　 8　7

16,1　 　　　11。15　 　　　7、9

15.2　 　「　　雀0.82　 　　7.9

14.O　 　　　IO.:9S　 　　　7.6

13.1　 　　　9.91　 　　 7.3
　 　 　 　 　 　 [-　 　 　 　 9

、25　 　 7.2

i2、4

8.87

9.13

8.79

8.31

6.78

6.25

6.OO

8.9

　　　儲73{5。6

7・9で21≡

　 　　　　　　 4.9

　 　 　 5,9

7.4「5.5

咽 繰
19.4　 　 　 　 20.7

18.7

19。5

ユ9.2

19。7

19.7

18.6

18.6

19.6　 …

29.4

23.9

2L5

18。8

1-22　 .　:3

　 20.7

　 2Q.8

19.3

191

22.4

22.4

21β

1・一一一 一 　一 ～}一

2鮭_}一 茎L6
　 19.3　 　　　22.6

次 二累年 結核 死亡率 テ見 ルニ、在満邦人 ノ結核

死 亡率 ガ アマ リ著 シイ増 減 テ示 シテ居 ラヌゆ結

核 二罹 ツテ内地 二露 ヘ ラズ満 洲 二留 ル患 者 ノ率

ハ年 々塘加 シツ ・アル づ トノ・疑 ナ キ事實 ナルニ

　　　　第6表 　在浦邦人累年結核死亡率

　　　　　　　 (人口1萬 二付)

　

　

　

20.6

拘ラズ、死亡傘 ガ檜 サナ イト云 フコトハツマ リ

贅病率 ガ減 ジツ・アルカ、或ハ経過ガ良 ク治癒

傘ガ噛 シツ・アルモ捧 想像 シテ良 イト思 フ.

　　　　　 第2節 　結 核 罹病 率

在満邦人 ノ結核罹病傘 テ需 ムル 轟、死亡傘 テ10

倍 スルー般 ノ方式 エ從 ヘ バ、 自分 ノ訂 正死 亡傘

31・2りY口1萬 ・=一付)ヲ ・基礎 トスル トキ、人 ロ ノ

31.2%ト 云 フ コ トニ ナル。

瞥 テ昭和2年 本間 英史氏ハ長春醤院 ノ患者統 計

ヲ基礎 トシテ、 在満 邦人 ノ肺結 核罹 患傘 ハ入n

二封 ジ 瓦25%ト 算 定 シタ事 ヲ 珍鰺 迄 二霧付詮 孔

ノ嘉㌔

最近在満 日本大使館教務部保健課カラ、満洲轟

於 ケル内地人 中等學校生徒 ノ健康調査報告ガ爽

表 サレタガ、夫 ト日本文酪省艦育課 ノ爽表 ニガ

カル中等學校生徒 ノ同様調査 トヲ比較 スル ト.

欝
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結該死 亡率 ト退學卒 ハ 満洲 ト内地 ト大差無 イ

ガ、結核 ニ ョル休墾 ト鋏席 ハ満 洲 ノ方 ガ梢 支多

ク、4二 封 入ル5ノ 劇 合 デアルe死 亡及退學 モ

埼 玉縣 ノ中等學校 二比較 スル ト瀟 洲 ノ方 ガ カナ

リ高傘 デ アル.即 チ死 亡ハ埼 玉縣 ノ49%二 封 シ

満 沙li　66.1%退 萎墾ノ、埼ヨ緻42.1%二 ・封 シ1繭1州66.6

%デ ァ ル.

次 二満鐵共濟肚 員 ノ結核罹病率 テ見ルニ、肺結

核 、肺 浸潤、 肺尖rカ タル」ノ病 名 チ以 テ治療 テ

受 ケ タ入員 ハ 肚員1000名 二 封 シ56.8名(昭 和

6…13年 、8ケ 年李均)、 肋膜 炎 ハ 同年 間李均

9"1.2名mu相 當 スルe

満 鐵 ハ讐療 機關 ガカナ リ完備 シ、且共濟綴織 モ

良 イ爲 メニ極 メテ 輕症者 モ 算 入 サ レテハ 居ル

ガ、 夫ニ シテモ アマ リ低 イ罹病傘 トハ云 ヘ ヌ、

習 々 ノ南満 洲 保養院 二於 テ或満鐵 傍系會耽 ノ新

魅員探 用時健康診 断 テ 引受 ケ、 昭和10年 カ ラ

14年 マ デ4ケ 年 二探用 サ レタ者ハ男512名 、女

50名 、 合計562名 デ アルガ、14年 末 マデニ男

19名 、 女2名 ガ 結核 性疾患 デ休養 シタノデァ

ル.倶 シ此21名 中2名 ハ 採用 時 ノ 健康診断 デ

活動性結核 テ認 メ、不 合格 ト判定 サ レタケ レド

特殊技能者 ナル爲二探 用 シタ者 デ アル カラ、之

ハ除外 シ、56名 探用 シテ19名 ノ罹病 トシテ計

算 スルナ ラバ3.4%ト ナ ル。庭 デ此560名 ノ・探

用掬 々 ノ者 モ ア リ既 二4年 纒過 シタモ ノモ ァル

カ ラ李均2ケ 年 ト見ル コ トガ出來 ル。帥 チ2ケ

年 間 二於 テ560名 カ ラ3。4%ノ 結 核患者y出 シ

タ ノデ アル カラ、1ケ 年 ニハ1.7%二 當 リ、之

バカナ リ低 イ率 ト云 ツテヨ イ。之 ノ・探用時 二嚴

密 ナ検査 テ施行 シタ赦果 ガ アツタ ノダ ト思 フ.

探 用後 ノ健康監理 ラ更 二良 クスル事 ニ ヨリ、一

層 此罹患率ヴ 下 ゲ得 ルデ アラウ。

猴 上述19名 ノ結核護病者 ハ入祠1時「ツベ ル クリ

ンJ陰 性者 カラ5・7%、 陽 性者 中 カ ラハ2・8%出 .

タ ノデアル.帥 チ陰性者 カ ラノ蕨病率 ハ約2倍

デ ァル事 買 二鑑 ミ、陰性者即 チ未感染 者探 用後

ハBCG接 種 ヲ行 ヒ、叉傳染 源 タル開放性結核

患者 ノ登 見其 他特別注意 ノ下二健康監理 ザ行 フ

第7表 　大連某會紅結核罹患率

(南漏洲保養院健康診噺合格者)

【第19醤

_　　　　　　　醐　　　_　一 　一　臨一 而叩　…　…　　　　剛而

探　用　人　負

磁 反悶擁 鷹　 　 　 　 ～__隔r-一 一一一 ㎝ …開…一隔甲　__一 　 …　　

　 　 104

　 (186%)

合　計
{_許 湘 一 一脇

　 560

～惇…

　 　 14肺　　結　　核 41

　 456

(81.4%)
輔　　　　　一P『 剛

　 10
　 _　　一 　剛㎜　

　 2

一 　　～

　　 3
　 　 　 F

_一 　　　　　～

肋　　膜　　炎
　 　 _　 　　　　_　　_一 岬剛一 　　　置一

仮　 膜　 炎

　 1
_　　㎜一}

　 1 1 　　 2
_　　　冊_　　一…

　 　19
_T　 　一一　　一

　 3.↓

結核性疾患含計 　 6
_一 　　　剛　　一 　　　一

5.7

_一 一

13

同　　　　　%

__一 …

　 2.8

ナ ラベ ー層 ノ好成績 ヲ期 待出來 ル ト思 フ.

次 二健康診漸 エ ヨル結核爽 見卒 二就 テ蓮 ベ ル。

昭和13年 二大連 市二 於 ケル 小學見童 ノ入學前

2ケ 月 ノ検査 テ小松、lL1田 雨 氏5共 二行 ツ タ成

績 ハX全 員995名 ノ中養護學 級 二入ルベ キ程度

ノ胸部結核攣化 アル者11.695、 「レン5ゲ ン」攣

化及血沈 促進 ラ示 シ就學延期 デ療養 セネバナ ラ

ヌ者1.8%即 チ全 見童中18名 有 ツ タノデァル.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

次 二山 田、惣中雨氏 ガ翌 昭和14年 千大 連市見童

2082名 二 就 キ 入學前10ク 月 ノ時、同様 ノ検査

テ行 ヅタ結 果ハ療 養 テ要 スル者0.7%養 護 墨級

向 キガ2.1%、 要 注意者4.2%デ 前 年 吾 々 ノ調

査 轟比 シテ好成績 デアツ タノハX8ケ 月早 キ爲

メrツ ベル クリン」反 鷹陽性者 ノ率 ノ低 カ ツ タコ

トニ關係 スルデ アラウ。

此大連 二於 ケル成績 ト京橋嘔 二於 ケル野津氏等

ノ成績 トテ比較 ス ル トキ大連 ノ方 ガ高傘 デアル

コ トサ否 ミ難 イ。

　　　　 第8表 　大連市免童結核調査成績

　　　　　　　 で藁京市トノ比較)

　
　

　

ク

要

治
療

%

　
　

瀞
準

要
養
護

%

　
　

卑

要

注
意

グ〃

　

　

≡レ
ド
`

陽

性

(
%
)

「
ッ
し
反
旛

人

　

　

員

者槍被者告報

大連市免童
入學前2ケ 凋

欝:蹴;
}…

、㎜{r… …・… … 、一 …

2513{20・411・5P・ 負0・08

遠 山、 小

松 、 山 田～ 　 　}　 　噛

山 田、惣 中
一 門一 　　一 　　　　　　一

野津、井上

}一 …一 陣

　同
入學前10ケ 月
　 　 　 ㎝…門

京橋優見童
斬入學時

　　次二大人轟就 テ健康診断時二爽見サ レル要

治療的活動性結核 ノ奪 テ満洲 ト内地 ト比較 シテ

見ル.

、
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策9表 　健康診an　X一表ハレシ要治療結核例

彰

墨
地
き

　

苦

「

査

摯

・

　

鉾

　

職

一

瞼

就

　

レ

　

跡

被

荊

　

貸
　

名　

一

ノ＼　 銭

1廊3「
　 　 　 1

陣 齢繍轟野 笏核…報儲
　 　 15…40　 　 諏).0　 　 3.4　 　 秋 月 其他

検査成績 ノ判定標 準 二差異 モ有 ラウガ、満洲 ノ

方 二活動性結 核 ガ多 ク獲見 セ ラ レルモノ1・見 ネ

バナ フ 又様 デ アル
.

猫 溝i鐵謎 員 ノ定期健康診断 ニ ーrkル胸邦結核性疾

患傘 ハ 昭和10年 カ ラ13年 迄 ノ4タ 年 李均1.7

%デ`・ 勘.然 シ此間 ノ満 入魅員 ノkハO.6宏 デ

ゾ}L
,,1建健 慶診閾『ノ、全超～轟封 シテザレン トゲ ン」

検査、1飢沈測 定IY-　一?行ツ タノデ無 イ ノト、病欲

中 ノ者 ガ除 カ レテ居 縁カラ實際 ノ患 汗藪 ヨ リモ

少 イコ1・ハ勿論 デアノレe

　　　 第10表 　諦鐵鮭 銭定期健康診漸成績

　　　　　　　 胸部結核性疾患奉

次 二人種別 ノ結核 患者籔 ・珪ヒ較 スル 卦、 則 」 、

ハ満 入二比 シテ結核姓疾患率 ガ高 イ ト見 ルガ正

シイ ト思 フ.

満 人 バー般 二衛生思想 テ訣 キ、室 内ニ ス ヲ吐疾

スル者 ガ 多イ程 デ アル カラ、感染 者 ノ率 ノ高 イ

窪レ ・次鰯 二蓮 ベル通 リデアルガ、 要治療的患者

ハ意外 二少 イ様 デ アル.勿 論 へ〔ガ非常 轟多 イ

ノデァル カ 乞 患 者薮 モ從 テ多 イ ケレドモ、 ノ＼

n∴ 封 スル寧 ハ低 イ、 しモ其 統計資料 ハ甚 ダ乏

シイノデァル ガ、蒲 シ夫 デモ大艦 ノ見透 シバ付

〃壕 轟思 フ.

此 横人 二結核 ガ日本人 ヨリ少 イ ト云 フコ トハ朝

鮮 二 於 ケル 朝鮮人 ト内地人 ト ノ關係 二似 テ居

ル.京 城馨 專 ノ成 田、北 村,ζ蔚行3氏 ノ報;1奇∴ ヨ

レバ、1司校 入學・試験 受験 益142=;名 ゼ内地人7粥 、

朝鮮人660)プ 槍 シ、其 内㌦ ンyゲ ン」検 査 ノ要

アリ シ者 内地 ノ、53(♪名、朝鮮人222名 デ アヅタ

ガ、其結果慢牲肺務 ガ内地人6名 朝鮮 人1名 、

早期浸潤 ハ 内地人27名 、 朝鮮人5名 、斯様 轟

朝鮮人 誠比 シテ内地人 ノ罹 患率 ノ蕩 イ.ソ シテ

此著者等 ハ京城 二於 ケル内鮮共學 專糊嘩按窄呈度

ノ墨生 義於 テ、 長期鋏 席、休學、 死亡 享ガ内地

人 ノ方朝鮮入 報リ遙 カニ 多 仁 珪 プ指摘 シテ居

ノレ窃

総康 徳2年!昭 和10年 バ 鹸ナli帝國 陸 海軍患 者卜銃

計r謬 レバ、 兵 員短1000名 二封 シ結核 ハ準均

:零.84デ 同年 度 ノ關東軍 ノ結 核U.s-・ua　fLシ テ3

分 ノ1弱 デアIL-me肋 膜 炎 ハ 下均4.砺 デ同年r斐

ノ關 東軍 ノ23.2擁 七 シ約5分 ノ1ヂ アノ碕 梛

野軍讐大佐 ガ報 告 シテ居 沁.

丈蒲洲1嘗科 人學原 内科 ノ西山氏 ノ謁査th-Nレ

ハ、 日イ」、ノ肋膜 炎例{穂 患者撒 ノ6.{勤 、デ ア

ル ノ轟勤 シ、満 人 デハ3.3%卯 」コ隻宰分 デ アル。

次 二満鐵剥二黄 ノ満1瀞 於 テ ・・更　 日本人1・ ノ桑

ガ大 キイes即 チ 日叡 ノvハ就負1000名a　 ttキ 肋

膜 炎 ガ24.7名 二 起 ルガ 満人 デハ僅 カニ3.5名

即 チ7分 ノ1th過 ギ ナ ィ。

之等 ノ事實 二 欝リ自分 ハ満人 ノ結核罹病 率 及死

亡寧 ガ日本人vaり 低 イ1云 フコ ト列 言 わ・モ ノ

デ リレ

第3節 　ドヅ・心 レク ソン」反慮

　　　　　陽 性 率

ドツベル クリン」反慮陽牲 率 子以 テ直 チ純結核 患

者率 ヲ想定 却 し事ハ出來 ヌケレ ドモ、此検索 轟
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ヨツテ結核薦汚染度 ガ知 し、叉活動性結核騒見

ハ 手 没 トモナリ、又陽性轄化時 ノ警戒等二役

立 嘩 メデ、各地二於テ検査 蜻レ旦報告サいし.

満洲二於テ大規模 ノ検査 テ逡 ゲタノハ飯尾其他

ノ諸氏 ガ關東州内 ノ學校生徒二就 テ行 ツタ ノ

ト、蒲鐵衛生課 ガ戴道沿線諸都市 ノ生徒及大連

ノ專門學校生徒工就 テ行 ツタモ ノデアル.

此 メ成績中臼仁ノ、小聡莞童 ノ華簡輩ナ年齢別 ノ

蟄 シ、こ 納 地 城 績 テ比較 シ邪 己ル 戦 満

洲 ノ方概 シテ 陽桃傘ガ低 イe彊 ヒテ云ヘバ13

歳以上 デ日本全國 ノヨリ高 イノデアルガ、元來

満洲二於 ケル日本人 ノ生活ハ内地 ノ大都會 ト同

臓 ト見 テ射 ノデアルカラ、此見地 カラ内地大

都市 ト比較 スレバ、全年齢 ヲ通 ジテ在満邦人見

童 ノ陽性奪 ガ低 イト云ヘル。然ルニ前項二述べ

タ逼 リ、結核死亡率及罹患傘ハ高 イノデアル.

第i11表 　　日本人 小學 免童 ・ツベ't〃 婦 ソ」反 懸陽 牲 肇

此表 二於 テ目轟 ツク箕 トハ關束州 轟比 シテ沿線

二於 テ陽姓 傘 ノ高 イコ トヂアル.其 黙 ガ吹 ノ表

デー・麟 明 カニナル.

　 　第1?表 　漏洲諸都市二於 ケル日本小學兜童

　　　　　 ㍉ 磯ルグ耀ン」反懸陽牲卒

　　　　　　　　　　　　　　 漏簸衛生課調

腸性傘
ビ%)

　　　　　　陽性卒都　市　名
　　　　　　 (%)

喀 爾 濱　 妬互 。

一一吉　　　林　　29・7

新

公

四

開
璽

概
華
要
ボ

　　京　　362

主　 嶺　　30.5

　　街i諒萄

　 頻
　　嶺
順

天

衷

…湖

　

　

　

濯

39.9

41.8

36。9

蔓14

32.1

28.7

卸

蘇

市　　名

家 　 　屯　 :29.0

遼　　　　陽

鞍

29、7

　　　　　山　　　35.1

大　 石…椿1一畝{ヂ
ー一一一 　　 　 … 一[　 一一

　　　　』 ■ 。25・8
瓦

大

房 _底 一L堕 ∠L

　 　 連　　 33,9

大 都 布 準 均

北部小都市畢均

南蔀小都市不均

36。5

35。7

27.8

大

番
夙

↑

肋
即

ガ

肱
影珊
璃
弾
嶺
綱
脈
蒲
状
榊
鰍
か
慰

北 ニ アル恰爾濱 ガ最高率、次 二奉 天、新京、大

連 ノ順 デ アル.新 京ハ奉天 珊 北 デ アル ノニ陽

性傘 ガ奉天 ヨリ低 イ ノ'・、 ツマ リ人 ロ ノ密度 ガ

奉 天程 デナ イ爲 デアラウ.

要 ・・ル轟満洲 ノ小墜見童 バ ツ・ぐル ク リン」反慮

陽姓傘 ハ北 部 二於 テ高 ク、又大都 會ハ小都會 ヨ

リ高 イノデ アル.邸 チ大都市李均36.5%、 次 ガ

北部 都市 デ李均35.7%、 最 モ低 イ ノガ南 部小 都

市 ノ李均27、9努 デァルe

「ツベ ル クリン」反慮 陽牲傘 ト出生 地 ノ蘭係

大 連市 内居住 ノ日本入 轟就 キ其 出生 地 ノ繭係 テ

飯 尾氏等 ガ調査 シタ慮 ニ ヨル ト、 内地生 レガ最

第1:S表 　「ッペルクリン」反癒 塾出生地

　　　　　 (飯尾氏其他)

出　生　地
{

小　學 校 中 等學 校

　内　　地
碑　㎝ …　　…佃 ……螂 一 ㊨一 胡　一

　満　　洲
へ　㎜ 　　　　　　　　　　　　脾　　　　…幅　　　　　一_

　朝　　鮮

49.74%　 32、00%
　 隅一 　　　　　一一 　　　　　　　　_

　 34。46
隔 凹 _

　 　 　 矧

50.09

40.07

剛　　哺　薩　　　　　『 　　　　　一 　㎜　　　

　 60.34

錨
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低 傘、吹 ガ満 洲生 しデ、最高傘 デ アツタ.

先 二満洲 デ ハ内地 霧リモ陽 性率 ガ低 イ ト云 ツタ

ガ、 果 シテ然 ラバ内地生 レ讐リ満 洲生 レノ方 ガ

低率 デア リザウニ モ思 ヘル ガ、此 表 デハ満 洲生

レガ高傘 デアル。之 ハ思 フ出内地生 レノ小墨見

童 ハ ツマ リ内地 カラ渡満 シテマダ問 ノナイ者 デ

アル ガ、其 出生地 ガ内地 ノ大 都會 饗 リモ地方 ノ

者 ガ多 カ ツタ トス レバ、 「ツベ ル ク リン」陽性傘

ノ低 イノガ當然 デ、大連 ト云 フ人 口稠 密ナ都會

二生 レテ 生長 シタ見童(大 連以外 デノ満洲生 レ

モ大 多籔部會地 轟テ 生長 スル渉 比較 シ冠氏傘

ナル コ トガ想像 ユ難 クナ イ。

一方 中等墨 校益 徒 二於 テノ、内地生 レ ト満洲生 レ

トノ差 ガ殆 ント無 イノハ 内地生 レ トハ云 へ既 二

満洲生活 ガ相 當永 クナルカ ラ満洲生 レ ト偏 別ガ

付 カナ クナル ノデ アラウ.　 　 　 　 　 　」

朝鮮生 レ邦人 二於 テハ小學校 デモ中等 學校 デモ

高 傘 デ アル ガ、之 ハ朝鮮 ノ結核汚 染度 ガ高 ク、

幼少 ノ時 轟早 ク感染 スル者 ノ多イコ トテ示 スノ

テ ア ノウ.

京城 帝大小見科 ノ調査 二 欝レバ京城 師範 附鋤小

學見童ハ13歳 デ5で吻 陽牲、10歳 デモ45。1%ノ

高 率 ラ示 シテ居ル鎗

猫 内地生 レ ト満洲生 レノ差 異 二關 スル 他 ノ報告

ヲ紹介 久レバ、山 田、惣 中雨 氏 ガ大連市見 童轟

就 テ、 昭和14年6月 カ ラ8月 轟 カケテ調 査 シ

城 績 モ、満洲生 レガ 陽性21。2霧 ナルニ封 シ、

内地生 レハ16.9%デ アツタ.

然 シ小松氏 ガ大 連保健所 デ健康診陶伊 シタ7819

名 中6-25歳 ノ 日本人 二就 テ比較 シタ結果 ハ、

之等 ト反封 ノ成績 デ、満洲 生 レノ方 ガ渡満者 轟

比 シテ 低率 デ ァツfe　。 殊 轟6歳 カ ラ15歳 マ デ・

ノガ低 イノデ アル.何 故x一前述2報 告 ト相異 ス

ルカ ト云 フコ トハ明 白 デナ ィガ、小松氏 ノ調査

シタ渡 満者 中内地 ヤ朝鮮 ノ大 郡會 生 レガ偶然 ニ

モ多 ク居 ツタノカモ知 レヌ.即 ヂ ーロニ内地生

レト云 ツテモ渡満前 轟田舎 二住 ンデ居 ツ タカ大

都市 ユ居 ツ タカ ・糊 題 デ アル.

次 二生活程度b「 ツ」反曄陽健傘 塾 ノ關1系二就 テ

モ飯 尾氏其他 ノ調査 ガ アル.

第1り こ 生牲程度冨 ツ瀞反癒陽讐肇

　 飯尾氏}1ボ1也

即 チ上流 カ ラ中流、 下流 ト順次陽種率 ガ高 クナ

ル.然 シ瀟入 轟於 テハ其差 ガ少 イ.

猶南1繭 洲 保養院 ノ秋 月氏等 ガ大 連 二於 ケル満 戴

關係 ノ生 徒 鉦 業專 門學 校、技 術養成所、 工業

實務 墨校 、育成璽校、工作 工養成所、鐵道 學院〉

・=就テ調査 シタ彪 二vaレ バ15掻 乃 至36歳 デ陽

牲 卒 ガ ベ9.8%デ アル.ソ シテ15-16歳 デ50%

彊 ガ陽性 トナ ツテ居 ル癖

　　第15表 　大連 市内浦鐵諸學校 生徒

　　　　　　 ツ」反魔陽性率

(驚⑪O⑪倍乃至200倍 、5拠穣以上ヲ陽牲 卦刃

{

き

聾

年　齢 i人 　負
　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　 ♂

激 剤 同　 %
』 一_一 　 __ 一 一一嘔唱

一捻一i-1押 一霧 卜 器各
一一　　　　一一 一　　　　　　　　　　一i　　　　　　　　　　・一 田田凹…{一 一 唄

　 17
-一 一一

1　 292

　 　 へ 一
}　 185
　 　 … … 幅

1　　 633
き

18
一一一　… 一

戸　 271

、 醐旧臨四凋　 卍田L

}185
　 一翔¶

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一噸

⊥68・3「 一 『… 一

19
　 　 … 冊

{　 344
　 　 -　 1257 74.7
璋

　　2Q　 3　 271　　　　　　　　　　　　　　i
_　～ 一_一 些降　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　～ 　　　　_

2Q7
… … ～m

75.5
旧㎝ 田一7-一

21
㍉一 一 一 …

・ 塑 」
1　 13械

　 _　 罹　　　　　　　　　　　　　　　　　四隠踊　　ト

　83.1
　 …… 　

22 86　 ・
き　　　　73

　 　 　 　 　 　 　 　 一　　羽　　　　～　　　　　　一

;　 90,7
一 ← 　　 　 　 　 　 　 一 …

23　 　　 109

　 -

　　91　 1

{+一 語 訪 … 覧

…… … 皿 一 均

2妻　 i　　 67

"　一一 ㎝一'　1　　　型　　　　　　　　一一『

　　62　 1　 92・5一一 隅旺`一

　　25
『w

　 　一一 　　　～…

65

㎝ 一尚

6£1

{　 　　　　　　　　　-　　　r　　　　　　　　　　　　　一　　蝋　　w　r　w　　漣

　　93.8

26--30
　 　 　 　 　 　 　 罹…}… 饗　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }

131　 　　 121

一　一曲一　　　一 　　一　　～　　　一凱一 嚇

92.4
㎝ }』　　　　　　　　　1 一 　　　　　　り_　　-　　r　　_ ㎜　　皿　　罰　　旧…　…　 -旧　　朋　　_　　　　　　　一　　　　　　　_　　　　　脳

塾1ゴ燈 ⊥ 套曾_i 1gl 　　　 10⑪.0
レ ー一 ・ 一 一 一 一

計 　 }25461 1774　 1 69.8一

(秋 月氏 其 他 ・

次 ニドツ』反慮 陽性轄 化傘 二就 テ述 く・ル.之 ハ其

團艦 ノ種 類及 年齢 二 螢リ、又季…節的關係モ アツ

テ複雑 デ アル.
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　　　　　第16表 「為 反癒陽轄奉

一艦 「ツ」反癒陽性傘其物 ガ南満 繋 リモ北満 濫於

テ高 イ事 塾、 内地 デモ満洲 デモ感染 ノ機會 ガ春

夏 ヨリモ 冬季 二於 テ 多 イト云 フ事 實 テ 髪ヘル

ト、此 陽 性轄 化傘 モ内地 ヨリ満洲 ノ方高傘 デア

リサ ウニ思 ヘル.實 際 松江市 テ例外 トス しバ幾

分 満洲 ノ方 ガ高傘 デ アル様 二見 エル ガ大差 ハ無

イ,,之 パー更 ユ 多藪 ノ例 デ 比較 シ なイモ ノデア

♪レむ

}勉ツ 仮 癒陽韓率 ト季節 トノ關係 二就 テハ先二 日

本内地 二於 テ、 東京市療 養所 ノ/た 田良海氏 調

査 ガ アルe夫 レハ 東京歯科 欝專學生 ゲ昭和11

　 　　第17表 「ツ」反鷹陽轄卒h季 節 ノ關係

　　　　　　　　 気太田良海氏)

年5月 以來年2同 、5月 ト11月 二検査 シタ結

果、5月 ノ検査デ ノ陽輔=者 ガ多 イ、,即 チ冬季 ト

早春 ノ感染 ガ多イ ト云 フコ トテ諦明 シタ.

同氏 ガ病 束京市療 養所看護婦 轟就 テ、1ケ 年 間

悔 月砂 」反鷹陽轄 検査 ヲ締 行 シタ結 果ハ5月 ヨ

リ1⑪ 月迄 ノ陽韓23例 エ封 シ、11月 ヨリ翌年4

月 迄 ノ陽轄 ハ37例 デ アツタ,,

満 洲 二於 テハ仁間賢亮氏 ガ新京 ノ墨童 二就 キ1

ケ年間5同 「ツ.〔反癒 劣瞼 シ、 表 二示 ス如 ク5月

ノ検査i二於 テ1今 月'ド均2.21.t/.,ノ陽 轄率 ヲ示 シ

冬季間 ノ新感 染 ノ最 モ多イ事 テ立諦 シテ居 ・し.

　　 箪IK表 　 漸京市學章粋ソ」梗寒陽轄卒誉節別

　　　　　　　　 ぐ献間賢亮氏

鰭 前 雛 期 問!蕩 鳩 拳翼蛎1

5月 　 2月 与 ラ3ヶ 月　 窪ノ6.〔 シ躯2.21　 冬 季

糊蹴;淵1罷 辮:瓢薩
2月1引 欄 づゼー〃ガ でq吾 ぶ6曽1至.痩一萩茎

満人及ビ朝鮮人 ノ「ツ」反慮　満大 ノ廣木氏等ガ

奉天市内 ノ小學校及 中等墨校 ノ満入生徒 二就 テ

　　　 第19表 　「・ノ亙 癒陽性卒H櫛 人比較

勲
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ノ調査 ト瀟鐵 蔚生課 ガ沿 線 ノ生徒 二就 テ調 べ タ

成績 テ比 校 シ、又大 連 ヂ飯尾氏等 ガ日本 入生徒

及満人 生徒 ヲ 調 一ごタ成績 テ比較 スルA第19表

ノ如 ク満 人 ノ方著 シク 高率 デ アル。 殊 二目二

付 クコ レ ・少年期 二於 テ陽性者 ノ多イコ トデァ

・し.猶 宙 田、 惣中爾氏 ガ大連市 公辱郷 略 校、 中

　　　　　　　　　　　 第20表

學校1稜 ノ繭 入生徒 二就 テ調査 シタ麩 モ、 ヤハ

リ日本入 二比 シテ陽性奪 ガ著 シク高 カツ タの

繍 日満鮮 ノ接客 業者 二於 ケルヂツ」反鷹 陽性傘 ヲ

見ルニ 第20表 ノ如 ク、 満人及朝鮮人 ・・一於 テ概

シテ高寧 ナ ルテ知 ル.

日鮮 漏 接 客業 者 ザヅ ベル クllソ 」反鷹 陽性 率(%〉

報　告　者　　年　次

醐東保健舘

奉天省警務聴

野見山、樺島
雨氏

廣 柔 氏 等一

昭和14

昭和 捻

地撤 業副

大連接客薬

＼年　 i
人＼齢 人 員
　種＼

日　　3464

演讐　　12466

　　　　　　日
鞍山費笑婚1鮮
　　　　　1漏

奉天蓬麩L置 …一雁
　　　　　　　　_黒痘1

{
イッ
ニ
4 92

奉 天 妓 女1満 　　819

16。-2。21_25126_3。3エ_4。i41_5。

　　　　　 }　 　 　 　 1

至8・2i幽 ヨ鑑L{7(堕.…8鐙
66.2191.1194.Oi94.61　 9.1。4

51→ 　　計

91.2　 　80.0

黛 石 再　 89.O

90.5、 蛎万 演 。ポ6蒲 ・禰.8「 諏 δ94.3

17歳 一一　 　 一一4・0歳

2曝
_　 。 一 と磯

17歳 一一一一t-一一一一一一一　一IO歳

i『7歳 …一一　　　一一一一　 :36歳

次 二本間氏 ガ獅1〈 二於 テ日鮮 満 見童 二就 テ比較

調査 シタ2Pt二　maルF、 第21表 ノ姐 ク、 ヤ ハリ

鮮 満人 ノ陽性率 ガ高 イ.

　 　第21?ミ 　 漸京二於ケノレH鮮 満歩こ竜 ∴た反唾,

鯉　　　　　　　　 ぐ叡間賢亮氏〉

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 皿

　　　噸i

嚇 ＼ 躰 人i辮 人騨 猷
一-…

7 25.2% 42.6%　 27.3%
細一{浩 　

8

　 　 　 　 一　

34.2

一

55.5;47.0
一 　　… ㎝ 一 {〔 一

　　　9
写一圏一… … 　 割}…

35.6 59・0152・4
一　　 　 }

10 44.2 61.7　 :61.2
一 …

　　11 43.3 68・2{75・0
… … …㎜ 一

　　　12
艀一

55.5 68.2　 　 79.1
r

13
冊四

57.4 82,7　 186.8

14 63.7 88.6　 i89.4
一　　　　　　槽冒w習　　　一　　　一　　一　{ 一一一一_ 1 …

15 84.2177.6
_　 　　響一 　　　　{ 一 騨

1-一 …

16 85.0　 　 79、0
{一 一 』 一 『 埠 巴}一}…w榔 ㎎　　… 　　　　　『　　　　 凹　　→　　　r　　炉

　 」

17 100.0　 　100。0
1}}　 　一 …田 一 、一_一 　　一 … 　へ　　　　へへ　　榔}　 　　　　　　　　　　　　　　～ 　　　冒　　　一響一

李　均 43.2 65.8　 173.1
～

人　 員/

一}一 一 一

3789
… 　　　　　　　　　　　　　　　　　喝　　マー　　1-　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-

　　927　 　 1096

又箭頭氏 ガ吉林 轟於 テ録順匪 及警 察呉養成所 ノ

満人 テ検 査 シタモ ノチ合算 スル ト、 ヤハ リ陽性

率 ガ高 ク、11-12蕩 乙ニ シテ 獣i二823タ6ノ 陽性

傘 テ示 シタ ノデ アル.

次 二蒙 古人 二就 テハ廣木氏等 ガ農安 地方 二於 テ

調査 シタ慮 ニ ヨル ト、1-10歳 デ既 二58%陽 陞

92.0

8㌔8

93立
,

194・61

テ ア ヅ タ　 　 　 　 ゆ

fgn""シ早 川氏 ガllll,拉爾 ノ竃ゴ1軍 入 二就 テ検査 シタ

ノデハ、17-32歳 デ53.8%陽 性 デ、 比較的低

率 デ アツ タ.地 方 ニ ヨツテ陽性率 ノ高低 アル ハ

當然 デ ァル.

白 系露 人 二於 テハ箭頭氏等 ガ姶 爾濱 市内小學校

生徒r一就 テ ノ調査 デ男子62%、 女 子62.9%F

云 フ相 當高 イ陽性準 テ認 メタ.

今年 ノ冬東京帝大 ノ西野氏一行 ガ三 河地方 ノ白

系露人 テ調 べ タ結果 ハ小學見 童男子51.5%、 女

子45・0%デ 田金 デモ相 常高傘 デ アル ガ、要治療

的活動性結核 ハ アマ リ無 ク、其土 地 ノ入 ノ話 ニ

モ若 クシテ結核 デ死 ヌ様 ナ例 ハ殆 ン ド無 イ トノ

コ　トテ アル・　　　　　 竃》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪

新義州 卜安東 トノ比較調査　朝鮮 ノ新義州 ト満

洲側 ノ安東 トハ鴨緑江 ノ川一筋隔 テタ丈 ケデ氣

候二大差無 ク、其建築様式等ニハ相當 ノ差 ガア

ルノデ、結核感染状態ニハ何等 カノ相異ガァリ

ハセヌカト以前 カラ考ヘテ居 ツタ慮
、此程満鐵

側 ト朝鮮穂督府翻 ノ協同調査3開 始 入ルコ トガ

出來 タ.即 チ新義州ヘハ秋月氏 ガ行 ギ、新義州

衙生課 ト協同シテ内地入及朝鮮人 ノ小學生 ラ検

シ、安東 デハ安東満鐵腎院 ノ遠藤賢氏 ガ主 トシ

テ調ベタノデァルガ、其結果ハ第22表 ノ通 リ、
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第22表 新義州 ト安東 ノ小學見童

　　　　ザ物 反磨陽性傘

＼地…學
＼名
　年＼

内 地 ぺ1
　　　　　　　 1

朝　　鮮　　人

1

新義州
　　　 i

安 　東1 薪義州1

一唇
1讃

　 　 …　一

安 　 東

53。 ∫　 1
　

26.7 21.6

2 29.6 25.7 533灘
一 一

　 　 　 　 4

　 　 一 一 一

　 60.4i
巾一～ …

3 26.1
　 一

30.7
　 桶　　覧

　 63.7
き

　磁8

i

㎜

　 4 4}.5 28.8 65.3

5 37.4 40.6
「万 菊rl

}一

…

69.3
一

　 6

　 　 　 …

　28.7
-一一 一一 …… …

　33.2

一『割 一一

3械 ・1・77・81

…

71.2
　 　 {　 …

計 葡 蚕　 i「63.ラ …62.7

内地入 デハ新義州 ガ稲 く高率、朝鮮 入 デモ多少

其 傾向 ガ アル ガ、其差 ハ僅少 デ アル.安 東 デモ新

義 州 デモ朝鮮人 ハ内地人 二比 シテ殆 ン ド2倍 ノ

高率 ヲ示 シテ居 ル懸然 シテ低墨年 カラ梱欝 二高

卒 デ アル事 ガ特 長 デ アル。然 シナ ガラ治療 デ要

スル活動性結核患者 ノ敷 モ之 二俘 ツテ朝鮮 見童

ノ方 二多 イカ ト云 フ ト、 之 ハ全 ク別閥題 デァツ

テ、 自分ノ、朝鮮見童 二於 テハ「ツベル ク リン」陽

姓 者ハ多 ク トモ、 活動性結核 ノ卒 ハ 日本見童 ヨ

リモ低 イデ アラ ウ ト云 フ豫 想 テ持 ツテ居ル ガ、

夫ハ 「レン トゲ ン」検 査 ノ完 了 セヌ今 日㌔伽循断言

出來 ナ ィ。唯 然 シ安東 轟於 テ遠藤賢氏、 新義州

二於 テ秋月正一氏 ガ「ツ瓦ル クリン」陽 性見童 ノ

血沈 テ検 シタ成績 ハ次 表 ノ如 ク、検査 免童纏 獄

二封 スル血沈1時 間20mm£1上 ノ児 童 ノ傘 ガ

朝鮮見童 ノ方 低 イ ノデアル,尤 モ此 血沈 促進者

ガ皆結核患者 デ アル トハ限 ラズ,,1父促 進 セヌ軒

ノ内二活動性結該 ガ無 イ トモ云 ヘ ヌガ、 前述 ノ

豫想 二向 ツテ近 ヅ ィテ居 ル如 キ感 ガアル,切 轟

rvン トゲ ン」検査 ノ完了 ヲ待 ツ吹 第 デ アル,,

第23表 　内鮮「ソ」反癒陽佳學童 ノ血沈

　　 促進例比較(尋 常小學 ノミ

朝　　鮮　　人

借 テ満 洲 二於 ケル結核感染傘 ハ漸次 高 マ リツ ・

アル カ或 ハ降 リツ ・アル カ ト云 フニ勿論 マ グ不

明 デ アル。 札幌市 ノ學童 ノ「ツ」反慮 陽性傘 ハ昭

和9年 二於 テ3).8%デ13年 前 二比 シ11・2%ノ

低 下 ヲ示 シタ ト金井、満水爾氏 ガ報告 シテ居 ル。

満 洲 デハ此種 ノ報 告ガマ ダ出來ナ ィノテ遺憾 ト

スル。 唯小松、 山田爾氏 等 ガ 昭和13年2月 二

小墨校 入學2ケ 月前 ノ兜童 二行 ツタ成 績 ハ26・9

%陽 性 デ アツタノニ、其 翌年 同様 ノ検 査 ヲ同條

件 デ行 ツ タ山 田、惣 申爾氏 ノ域績 ハ20.0%二 低

下 シテ居 ツタ,,僅 力1年 聞 二6.9%ノ 差 ヲ生 ジ

タノハ恐 一ノク偶然 カ ト思 フガ、然 シ近年 二於 ケ

ル大 連市民 ノ結核 豫防智識 ノ向上 ト療養施設 ノ

獲 充等 ラ考 ヘル ト、或 ハ最 早 ソロソロ陽姓率減

退 ノ傾 向ガ アル ノカモ知 レヌ ト思 フ、但 シ實際

斯様 ナ傾向 ガアツ タトシテモ昨 今 ノ様 ナ{主宅難

等 ノ不良條 件ニ ヨ リ此傾 向 モ逆轄 λノむコ トラ恐

レル.兎 二角之 ハ興味 アル今後 ノ問題 デ アル.

第4節 　街路上喀淡梅査成績

満洲 二於 ケル此方面 ノ検査 ト東 京市 二於 ケノLモ

ノ トテ比較 シテ見 ル群

内 蟻地　 人

槍査聯騨 漸 瓶 翻 塑
新 義 州 333　 i　　 54　ほ6.2　 2390 37015.5

「要　 東 629
…一酬 乏2

.412・6 15212.6
酊 』

合計李均 962 195師 溶 …3650 52214.3

第2↓ 表　街路喀燦検査成績

舗 地 城
1喀{結 陽 陽

{礒購2

奪il輝繋1こ 二藷
璽 即'撫 　ll隔 　1洋}艦…樋 匝
吟 」 、1豊 鯉 　 　　 。。1605}10

幽∴{華畿◎ 一綴菜
尋罷壷嶺遮簸
東噛 怖　駿留腿 鯉璽鑑

京

市

・

」塑L碧 」き3

醐動テ脚 趨し
臨 デハ唾 遡 蛎適壁_
務;中 等學校及附近街路
課 病院及附近街路

　合　計

&一

一1∴1

甑7

』邸

姦65
　 0

鷺離1,
　 　 　 塙　{}桝辮㎝2M

220i

葡/騨 　
___L-

222i
____i

102

1092

　 5・

　 7

　 2

優

2。3

す.
-
〇二§

』塗

一9ρ
2.2
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アマ リ著 シイ差異 ハ認 メヌガ、満洲 二於 テハ満

人 ガ手鼻 テカム習慣 ガアルノデ、街路 ノ鼻 汁 ヲ

喀疾 ト間違 ヒテ検査 シタ例 モ アル デア うウ.夫

ヲ完全 二除外 シ得 タナ ラバ、結核 薦毅 見傘 ハ更

二高 クナル可能性 ガ アル
.少 ク トモ満洲 ノ都市

轟於 テ東京 ヨリモ有 結核 菌喀擁 ガ少藪 ダ トハ認

メラレナ イ.

満 洲 自膿 二於 テハ、満人密集地域 デ特 二陽性傘

ノ高 イ事ハ著 シイ事實 デアル。撫順 二於 テ特 二

高 傘 デ ァツタ ノハ偶 ≧其停留場附近 二閣放性患

者 ガ居往 シ、毎 日電車 二乗 リ降 リシタノデ アラ

ウ ト戸 田忠雄 教授 二評 シテ居 ル。

要 スル ニ満 洲ハ 内地 ノ大 那會 ト同等以上 ノ汚染

度 ラ有 ス ト見倣 シテ ヨイ ト思 フ.

第5節 動 物 二於 ケノレ結 核

満 大ノ廣木氏 ノ研究デ簡輩二紹介 スル.同 氏ハ

奉天 二於 テ 外観上、不健康 ナ 鶏 ヲ34羽 朗検 シ

タ結 果、6羽 帥17,7%二 著 明 ノ全 身結該 テ晃

タ難

　　 牛結核 二就 テ奉天 ノ繭鐵 屠畜場 二於 テ5ケ

年 間 二4.0%デ ァ ック.輕 症 ヲ入 レ ・バ更 二多

イ トノづ トデ アル.

豚 結核 ハ牛結核 論次 デ多 イ.廣 木 氏ハ奉天 二於

テ1.05%ノ 剛 合 二 検 出 シタ,,同 氏 ハ23株 ノ結

核 薗 テ分 離 シタ虞、其 内X7例 ハ牛型、5例 ハ入

型、1例 ノ、弱毒牛型 ト報告 シテ居 ル。

犬結核 モ同氏ハ2年 間 二4例 見テ居 ル.ソ シテ

1例 ノ犬結核 カ ラ分 離 シタ菌 ガ明 カニ入型 薦 デ

アツ タ ト報 告 シテ居 ル.

此 動物結核 ノ研 究、夫 ト人類 トノ關係、満洲 ト

内地 トノ差 異等 二就 キ今後更 二研究 ノ出ル コ ト

ヲ期 待 スル次 第 デ アル.

第2章 満淵開拓地 卜結核

我國 ハ2Gケ 年計書 テ 以 テ 日本開拓興 テ100萬

戸500萬 入 移住 セ シムル事 ラ銑 二決 定 シ、著 々

實行 シツ ・アル。云 フマデモ ナ ク是等開拓民 ノ

健康 ハ極 メテ重要 デアツテ、 就中結核 二封 シテ

多大 ノ關心 ガ持 タル、　 　 　　 　　 　 ・

既 二妻帯 セル開拓民 ニハ緬 々第2世 タル子供 ガ

生 レルガ、若 シ開拓 民 ノ間 二結核 ノ蔓 延 ヲ見 ル

ニ至 レバ、植民 ノ目的ハ全 然水泡 二蹄 スル.

叉 青少年義 勇隙 ト構 スル若 キ開拓 士ハ恰 カモ結

核 ノ好 獲年齢期 デアル事 ト集 團生活者 ナル ガ故

二、結核問題 バー段 ト重大硯 サ レル ノデァル。

猴是 等青少年及拓地農村 ノ家族 ニハ結 核表感染

・者(「ツJ反 雍陰性 者〉ガ相當敷存 スル づ トモ留意

スベキ黙 デア澱。

第1飾 　青少年義勇隊 ノ結核

　　　　　　死 亡 率

南瀧洲保養院 ノ秋月氏 ハ 今年初牡丹江省 ノ吉

山、太甑 紫陽 ノ訓練生 ヲ検査 シタガ、是等ハ

昭和13年 ノ春茨城縣 内原訓練 所 二 入 リ、間 モ

ナク勃 利及 寧安 ノ大訓練所 二移 リ、 昭和14年

春現 在 ノ 小訓練所 二 入植 シタ塵 ノ16-22歳 ノ

青年 デアル ガ、全員900名 ノ内7名 結核 デ死 亡

シ1年3、5名 ノ創 合 デ、人 口1000ユ 付3.9%二

當 ル.

日本 内地 昭和1{》 年度 ノ年齢別結核 死亡傘ハ15

-19歳!、4 。4%20-24歳 ガ5.5%、 此 李均5.0

%デ アル。 叉是等青年 ノ出 身地 石川縣 ノ中學校

生 徒結核 死亡率 腿 學後 ノ死亡者 ハ 入 ラヌ)ハ

4X%デ アル カラ、是等 ト比較 シテ 訓練所 ノ結

核 死 亡率 ガ高 イコ トハ ナイ.

義 勇除 ノ患 者 ヲ牧容 スル稔爾濱中 央病院 ハ29ケ

所 ノ訓練所 カ ラ患者 ヲ牧 容 シタノデ アル ガ、昨

年4月1日 以來8ケ 月間 ノ結核死 亡者33名 デ

除員穂藪 轟劉ス ル傘 ハ高 クナ イ瀞

叉満鐵 々道 自警村 訓練所生 徒6◎ ⑪⑪名強 ノ 内昭

和14年 度 ノ結核死亡者14名 で2。3%/デ ア ツタ、
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第2節 青少年義勇隊ノ結核

　　　　　罹 病 峯

　　 昭 和14年2月 初 自分 ガ 吉林省取 柴河 ノ自

警 村訓練所 二 出張 シタ際 ノ調 デハ在籍者98名

中肺 浸潤 ノ病名 デ内地 二蹄還 中 ノ者 ガ2名 アヅ

タガ、他 二疑 ハ シイ患 者ハ無 ク、皆元氣 デアツ

タ.受 見 テ申出ル者無 ク、強制的健康診臨 ハ行

ハ ナ ヵッ タ.猶 錦 州 省 ノ彌家訓練 所 ハ 在籍者

99名 ノ内1名 肺尖 「カ タル」デ入院 中 デ アツテ、

他 ニハ現在結核疾患 デ休 養乃至欝療中 ノ者 ハ1

名 モ ナ ク、何 レモ元氣 デ アツタ.但 シ肋膜 炎 ノ

甑 往症 アル者2名 ト背痛 アル;K血 色 ノ佳良 ナ

ラザ ル者 蒼1名 診察 シタガ、彼者ハ理墨的所 見

無 ク、前記2名 ハ 多少 ノ理學的攣化 ア リ、過勢

テ戒 メ且 ツfvン トg}'一ン」血沈 等 ノ検査 テ勧 メテ

置 イタ.是 等 ガ活動性結核 デ アル ト假定 ス レバ

入院中 ノ者F合 シテ4名 即 チ4%デ ァル.

次 デ秋 月正一氏 ガ今年初吉山、 太嶺、紫陽 ノ3

訓 練所 二於 テ調査 シタ塵 轟 藷ル ト、結核性疾患

ト認 メラ レル モ ノ33名 之 ・一・・其疑 アルモ ノ7名

テ加 ヘ テ40名 デ全 員 ノ4.4%デ ァル ヵラ 甚 シ

キ高傘 トハ云 ヘ メ.

叉 訓練生 中rツ 」反 鷹陽性 者 ノ血沈検査 ノ成績 ハ

1時 間21mm以 上 ノ促進例14名 デ検 査員298

名 二封 シ4.8%一 　・・e相當 スル,,

南 満瀕保 養院 東分 院長木下芳人氏 ガ、 今年初寧

年、艮合魁 、成 吉思汗、大和、鵜家 ノ5訓 練所 二於

テ ノ調査 デハ.准 籍 者総 藪1487名 中結核性疾患

ニ テノ入院 者18名.内 地療 養者9名 、計27名

(1.8%/デ ア ツタ.猴 血 沈 測定者1257名(「 ツ」

反慮陰姓 陽性共)中1時 間20mm以 上 ノ促進者

35名(2.78%♪ 二過 ギナ カツ タ.活 動性結核 例 ノ

多 ク無 イ事 ガ想豫 出 來ル.

第3箇 青少年義勇隊 ノ「ツ」反癒

禰洲 ノ青少義勇隊ハ先 ヅ茨城縣内原 ノ訓練所二

入 リテ訓練 ヲ受 ケルノデアルガ、其内原二於 テ

坂口内科 ノ太m健 三氏 ガ大焼模 バ ヅ」反慮検査

燧 ゲテ之 鱒 嫉 シテ房 ル。 夫 二 劣 レト年齢 ハ

15歳 一20歳 主 二16-19歳 デ 「ツ」反慮 陽性卒 ハ

最低 ノ宮城縣 出身者 ノ14.9%カ ラ 最 高大阪 府

出 身 ノ72.4%、 全 入員李均28・4%デ アル。

堵 テ夫 等 ノ青少年 ノ入満 後 ノ健康 ト陰 性者 ノ陽

騰 化傘 ノ検査 ハ興味 アル瓢 考 ヘノレ・ 南満 保

養院 ノ秋 月正一氏 ハ今年1月 末 カ ラ吉Ill・太 嶺・

紫 陽 ノ3訓 練 所轟於 テ躯徒 ノ「ツ」反磨iラ検 シ、

陽性傘 卒均47.9Z」 ナ ル テ知 ツタ。然 ルニ内原 デ

ハ李均28.4デ ア ツタカラ約2ケ 年間 二19・5%

増 シ タ事 ニナノ㌔ 即 チ1年 二9・8%デ アル。大

阪府 ノ19-20歳 ノ青年 二 就 テ ノ貴 島氏 ノ報告

ニ ョル ト69.1%村 落 ノ ミテ・モ67.5%テ アル カ

ラ前記 訓練所 ノ47。9Z.ノ 方 ガ低率 デ アル。

叉吉 山訓練 所 デハ=全部石川 縣 出身者 デ2ケ 年 間

二4名 ノ糸吉拳亥タピ亡者 テ出 シタガ「ツ」」丈癒1場・性傘

5L6%デ ァツ タ,、然 ルs太 田氏 ノ調査 ニ ヨvバ

内原 時代 ノ同縣人ハ35.2%ノ 陽 性率 デ アツタ

カ ラ、1ケ 月 ・卜均0.8%ノ 陽 性輔化 デ ァツテ決

シテ驚 クバ キ高傘 デハナ イ.

尤 此吉 山 ノ第4小 除 ハ結核死 亡者4名 出 シタ組

デ アルガ、 ソノ小除 ハ 他 ノ 小除 二 比 シテ 臨然

ドツ」反 腱1陽牲傘 ノ高 イ 事ハ 興味 アル 事實 デア

ノし 鐙

是 ト同様 ノ事 ラ 奉天保 養院 ノ富 田氏 モ 観 テ居

ル,、帥 チ同氏 ハ北満4ケ 所 ノ調練 所 ヲ検 査 シ其

内追 分訓練 所 デハ6ケ 小豫 ノ中弟1小 隙 ノ陽性

傘 ガ他 ノ5ケ 小隊 ノ李均33.8%　 一=ieqシ82。1%

ト云 フ高率 テ示 シタ ノデアル ガ、此 第1小 除 ニ

ハ肺結核 患者 ガ1人 アツテ牡丹江病院 二入院 シ

テ間 モ無 ク死亡 シタ ト云 フ小隊 デ ァッ タ.

叉 南満 保養院 東分院長木下氏 ハ龍 江省 ノ寧年ガ

μ合川、興 安南省 ノ大和、錦州 省 ノ薦家 ノ5訓 練

所 ノ調査 デ、'卜均3(;・5%ノ 陽性 率 テ見 タ 〈年齢

ノ、17--21歳) 。猶 陽性轄化率ハ6ケ 月間 二12.4

%1ケ 月 李均2・0傷 デア7L　e

次 二新 京保養院 ノ山 口氏 ハ吉 林局管 内 ノ河濁子

小姑家、稗樹 河、取柴河 ノ4訓 練所 二就 テ検査

シ34・4-42・5%ノ 陽 性率 テ見 タ ノデ アル
。而 シ

　 　 　 　 亭
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節25表 冑少年義勇隊fツ ベルワリソ認反鷹陽牲率%

　　　　　　　 〈1)秋 月 氏 調

　　　　 備 考　　()内 職字ハ其小隊ノ結核死亡κ藪ヲ示ヌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　テ河麓子訓練 坐 二就 テ94月 間 ノ陽性轄化 ガぐ2)木 下 氏調
　 　 　 　 　 　 　 　 無

地撫 轡謬 物 甕絆
寧 　 年{29L　 3L6　 　 10.9　 　、

落蕊 騰 欝 一一艦:ぴ1耀饗上

蝶 贈 認:ζ◎4・9…・ll編
計一13・編i月 皐翫ll

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一

ぐ3♪ 富 田 氏 調

cり 　山 口 氏 調

ぐ5)東 大大陸衛生研究會調

13.4%、 即 チ月 李 均1.5忽 デ ア ル コ ト テ確 カ メ

タ樗

猫 東大 ノ大 陸衛 生研究 曾 デ調査 シタ鐵駿 訊練所

ノ生徒 ハ14-… 】9歳 デ、 若 イ關係 デモ アラウガ

'卜均25%ト 云 フ低 イ陽性寧 デ アツ タ
,,、

之 ヲ要 スルニ満 洲全罷 トシテ・・日本人 ノ結核罹

病傘 及死 亡率ハ 内地 ヨリ高 イ ノデ ァルガ、此 青

少年義 勇隊 二於 テハ1繭鐵 關係 ノ講練所 ノ調査 二

關 スル隈 り今 ノ麩結 核罹 マ垂縁傘 モ死亡寧 モ特 二高

イ ト認 ムベ キ根雪濠ハ無 イ心

坂 口敦授 及其門下 ノ諸氏 ガ 適切 ナル 努カ ニ ョ

リ、 内原訊練 所 二於 テ嚴重 ナル健康診漸 ヲ行 ハ

レタ結果 デ アラウ ト、敬 意 ヲ表 スル次 琶、デ アル。

勿論髭 拓殖 事業 ノ創 始當時 二於 テハ健康診断不

充 分 ノ1;睡 有 ツタデア ラウカ ラ、渡瀟勾 々糞病

シ且 ツ同僚 二感染 セ シメ タ例 ぞ有 ツタノデアル

ガ、既 二健 康診噺 ノ手配 モ略 滝完rシ 、㌧ ント

ゲ ン」検査 モ 間接撮影法 ノ鷹 用等 轟 欝 リ著 々行

ハ レ、其 外 「ツ」反慮陰性者 誰封 スルBCG接 種

モ行バ レル ノデアル カラ、 今後 ノ蕨病傘 パー層

滅 少 スル デ ァラウ.又 渡満後 ノ鰭療施設 二於 テ

モ漸次 完備 サ レル ノデ アルカ ラ、 今後 ハ結核 羅

病 者獲 見モ早 クナ リ、嘗 テ兄 タル如 キ開放性患

者 ヲ知 ソズニ集 團生活 ヲナサ シムル如 キ危瞼ハ

大 二減 ズル デ アラウ ト信 ズル.

第4櫛 鐵道 自警村 ノ結核

自分 ハ 昭和14年1月 カ ーr2月 ニ カ ケテ 吉林省
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及 錦州省 ノ鐵道 自警村 ヲ巡 リ、不完全 ナ ガ ラ實

情 テ調査 シタ慮、結核 デ死亡 シタ者、 入院中 ノ

者録國 シタ者 ナ ド少 シノ・アリ、現 二疑 ハ シイ症

状 ノ者 モ有 ル ガ、然 シ著 シ ク多イ トモ思 ヘヌ程

度 デアッタ。 入植前 ノ健康診噺 ガ殆 ン ド鋏 如 シ

タ ノデ アルカ ラ、少 シノ登病 者ハ勿論當然 デァ

ル。 今後 ハ渡1繭前 ・健康診断 テ鋤行 シタイモ ノ

ア ア ル ゆ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

吉林省 ノ日月城 自警村ハ 戸敷10戸 デアルガ、

其1戸 ノ主入ガ開放性肺結核患者 デアツタ.葡

シ自魔的症状殆 ンド無 ク、稀二喀疲 アルモ、短

日雪 ヲ踏 ンヂ山 へ伐 木 二行キ ツ ・アノレト云 フ ノ

ヲ診察 シテ見ル ト、僅 カニ理寮 的攣 化 アリ。喀

叛検査 ノ結果結 核菌 ヲ読明 シタノテ アル。

ソ シテ常時其妻 ハ妊娠 中 デ臨 月 デ アツ タカ ラ棄
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

テ置 ケバ第2世 タル子竃 ヲモ犠牲 ニ シテ國策 二

反 スル羅 アアル ノデ速 カニ患=者 テ奉天保養院 二

入院 セ シムル づ トニ シタ次第 デ アル。

開拓地 ノ結 核問題 ハ其使命 カ ラ観 テ、 特 二重要

覗 セ ネバナ ラ ヌ事 ガ此1例 ニ ヨツテモ明 カテ ア

ノレ 、

第3章 　満洲 二於 ケル結核ノ病型

第1節 　肺結核 ト其他 ノ結核

トノ比峯

嘗 テ飯連徳氏等 ハ北 李、上 海、諮南 デハ肺結核

ガ他 ノ結核 二比 シテ非常 二 多イ ノニ、恰 爾濱 二

於 テハ、肺結核 ガ全結核 ノ18.1%二 過 ギズ、腺
　 　 　

結核、骨結核等 ノ外科的結核 ガ多イ ト報 告 シタ

ノデアルガ、其後吟爾濱市衛生指導稼 ノ井之川

氏 ノ統計報告ニヨル ト、北鐵衛生塵患者中満人

ハ肺結核 ガ全結核 ノ70・6%、 露人 デハ92・1%

トナツテ居 リ、伍連徳氏 ノ報告 ト大分違 フノデ

ア ルe

自分 ハ近年 二於 ケル關 東州及鐵 道附屡地 ノ日満

人 二就 キ5ケ 年間 ノ統 計 ラ取 リ、 呼吸器結核 ト

其 他 ノ結核 トノ割 合 ラ見 タガ、 満人 デハ肺結核

封 他結核 ノ割合 ガ9封1デ アル ノニ、 日本入 デ

ハ其比 ガ漏人 ヨリ小 サ ク、殊 二附薦地 二於 テハ

7封3ト ナ ッテ居ル、 是 ノ・日本人 ガ肺結核 ノ病

名ラ厭 フ爲 メカ、或 ・・又肺結核 ノ患 者ハ他 ノ結

核患 者 ヨリモ多 ク内地 二鯖還 スル ノカ、夫等 ノ

理 由 二 醤ルコ トモ カナ リ考 ヘ ラレ、必 ズ シモ本

質 的 ノ差異 ト・・噺言幽來 ヌ.

弟26表 　涌洲二於ケル結核死亡卒病類比

入}年 次

　 　1＼＼病類

種}地 疲＼ 、

昭和8年 　 　昭和g年 　 昭 和10年 昭 和11年 昭 和12年

轡 灘響 墾響 懇畔 響 勢避贈

　挙　　均

呼吸器 其他

(%)　 (%)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

本 　 　 　 　 1　 … 　 　 1…-i-一 一一一一一L… 一…

ノ・i醐 地i73・8262168・7}31・3172・2i27・8169・1

日 欄 東 州78・ ・1　22・ ・}78・ ・2;」 　.・172・ ・/28・ ・75・ll21・6176・6132・4175・6

30.9・65。3134.7琶
　 　 　 　 　 　 　 　 …

　 　 　 24.4

69.6　 　30.↓
…一㍑　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　… 　　　　　　w　へ　　…一 　　　　㍑　　　…　　　　　　　　　　　　… 　　　一 　　　　　　　　㎝　　『 　一 　　ハ　　　　　詩　　㎝㎝ 　　　　　　　丁　　　　　　鞘　　　一　　　　　　　　　　　　　　　吟　　凹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　　　　　　7噌　　　り

_　倒な__=

　 9。5

　 　 …

　 9。8

　 　 帥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　融

…

;關 東 州 　 91」
　 　 　 　 セβ　　　　　,"　 　　　四_

緬 翻 壱2、8i

8,71g1.6 10.9

琳 ㎞階

92・2}1二 皇190・3{

88・0112・0187」

一ご　 ……　　_…_ _　畠

9。7190.5

… レ

12・9ρ0・2

沼1　　　　　　　　　　　　　　　　8。6　191。3

　　　　　　　　　　　　-1一 榊……

人　　　　　　　　　7。2}9L3

…㎝ 「

　 　 18
,7!9L8
　 　 1

11.4

備考　呼二呼吸器結核(氣 管及氣管枝淋巴腺結核ヲ含ゆ

　　 其他=其 他 ノ結核
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然 シー方肋膜炎及腹膜炎 ガ日本入 二多 イ事ハ著

シイ事實 デアル.此 關係 ハ毫講 ノ内地入 ト本島

人 トノ閣係 二酷似 シテ居ル.今 蔓北 ノ小田教授

ノ調査 ト満大 ノ西山氏 ノ調査 トテ表示 スレバ次

ノ通 リデアル.

　　　　第27表 　人種別肋膜炎罹患卒、,

地　　　　名
　　　　　　　　　(入院)

嚇　　洲 　墾　　鱒

塁 北 騰 院
1　 (外來)

汰 正14一 昭9-← 一 一 一

醜恵 鳳
{　　　 1

一 ～～㎜漏ラ《「
内 科

昭2一 昭11

論 轡日本人
㎝ 一

満人

総儲 獅1蝦 1767　 44274 22741

T
　 　 　 　 　 　 　 　 ミ

総 結 核 患者 皿　 2355 391i2473　 　 1 1292

1二 封ヌル　 　 2L4

　　　皿ノ(%)i

　 　 ド

22.1　 　5.6

　 　 i

5.7

皿二灘

(%)i58・8
64.2 70.9 76.4

H一総
%)i263

14.8 24.4

:　　 。

26.3

17.7

_　 ㎜一 　　　柵

1.89
耀 殿 鳩36・ ・

26.3

猶満洲國陸海軍患者統 計(昭 和10年 、康 徳2年)

ニ ヨレバ、 胸膜 炎ハ 李均4.65(兵 員 毎1000比

例 〉デアル ガ、關東軍 二於 テハ同年 度23。2ヲ 示

シ約5倍 二相嘗 スル(椰 野大佐 二嫁 ル〉.

次 轟大連 ノ赤 十字 病院 ノ昭和14年 度 ノ外來統

計 デハX　肺 ノ結 核性疾患 ガ81.8名 デ アルニ封

シ、肋膜 炎ハ169名 デ、爾 者合計藪 ノ17%二 相

　 　　　　 　　　　 第28表

當 スル。然 シ入院患者統計デハ肋膜炎ガ31%ラ

占メル,植 民地 ノ日本人ハ肺結核、肺浸潤、肺

尖 ドカタル」等比較的慢性 ノ疾患 デハ内地二露ル

者 ガ多 ク、肋膜炎二割 二 急性 二起 リ、且叉治

療 シ易 イカラ内地へ聾 ラヌ.從 テ入院統計デハ

肺 ノ結核性疾患ハ實際 ヨリ少 クナリ、肋膜炎 ノ

割合ガ多 クナル筈デアル.即 チ入院統計 欝リモ

外來統計 ノ方 ガ實際 ノ罹病後二近 イモノト思ハ

しノノレo

第2節 　肺結核 ノ病型

岩本氏 ガ新 京 ノ満鐵馨院 内科患者 二就 テ調査 シ

タ虎 ニ ヨル ト、約4萬 人 中肺結核 ガ13%デ 其

「レントゲ ン」線分類 ハ次 ノ如 クデ アル.

早 期 浸 潤 型

肺　門　結　核

主　滲　出　性

主　壇　殖　性

圭　硬 化　性

血 行 撒 布 型

7.0%

23.0%

7.0%

49.O.75

12.0%

2.0%

即 チ檜 殖性 ガ滲 出性 ノ7倍 デ アヅタ,,

我 々 ノ保 養院 ノ昭和7-10年4ケ 年間 ノ外來患

者 ノrレ ン トゲ ン」爲眞 二 就 キ1450名 ヲ 秋 月氏

ガ分類 シテ見ル ト、檜 殖性17、9%二 封 シ滲 出性

ガ25.8%デ ァ ヅタ、

斯様 ナ調査 ハ検査者 ノ標準 ガー定 セヌカ ラ、比

南浦洲保養院患者病型別ぐレソトゲ ソ」寓眞$9ル)

》 廼型
　　齢　＼＼　 　 　 一 … 　 一

新　鮮
初感染

陳　蕉
初感染

灘　性
肋膜炎
一 　 憎帽

　　0

肋膜癒著
及肥厚 粟粒結核 滲出性　増殖性

'　 7「 『-i…

　　　 {

灘/計
一…ゼT
　 　 　 　 ;

一 …

　 　 1-10

一一

　　33 6 1 0

i1--15 31 19

』

　 3 4 1 13 5

"一 　 翫…1　 　 　 一 　

2　 　　 78

16-20 59 61 25 25 4 90
　 　
　 　44
一

13

　 　 "　}

　 321
暫… 一_{一軍

　 21-25
　 μ}㎝ 一

　 26-30

44 70 22 26 4 98 73 　 26
-…-

　 27

363

17 46 10
『

　 　40 　　 2
　}

78 65

　 　

285
一{　 　へ　… 　　…

　 31-35

…

　　7 31 5 16 1 34 19…}152

36-40 2 26i　 6 11 0

39

21
一 　畔

26

17
　　L
131　 96

41--50 2

　 ……

17　 　　　 1 13 1

　 ㎝

/　 17

　 　 …　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一

10i　 87

51一 1 4　 　　　 1 4 2

　

25.8

　7　 }　　 2
　 _一 一 　

37↓　　　258
一
　 114
}　

　 7.9

2123
計 196 280i73 140 15

}

　 1456

% 13.5 19.3}5.0 ㌦9
.7 1.0 17.7　 　　　　　　　10⑪

『_
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較 ガ困難 デ アル ガ、結核罹患率 乃至死亡傘 ノ高

イ満調 二於 テハ滲出姓病攣 ガ多 イノデ アラウ ト

想像 サ しルノデ ア,L,,

猫 満 洲1工於テモ1糞々所謂Fliichtige　 Iufiltration

ト構 スルー過姓 ノ「レ}ト ゲ ン」陰 影 テ肺 二見ル

ガ アル,,我 々ノ保養院 デモ外來及 入院患者 デ8

例 見 タノデ アル ガ、其 中 ノ5例 ハ現新京保養院

長 佐 々虎雄氏 ガ既 二報 告 シテ居ル。 内2例 ハ結

核姓、3例 ハ非 結核性 ト診 臨 サ レタモ ノデ ァル。

小松 雄吉氏 ハ 大 連保健所 二 於 テ3年 間ca　64例

見 テ其一部 分 ・彦ト 結核病 學會 デ報 告 シタ.之

等 ノー過性陰影例 ノ中 デ眞 ノ浸潤 デナク、 限局

性 肋膜 炎 ノ例 ナル揚 合 モ アルデ アラウ.少 クモ

其嘔 別二困難 ナ例 ガ アル.叉 確 カニ肺實 質 ノ浸

潤 二起 因 スル陰罷 デ アルニ シテモ、結核 ト無關

係 ナル浸 潤例 モ相 當 ユ多 イ様 轟思ヘ ル.

夫 故肺結核 ノrvン トゲ ヨ 診漸 二當 ツテ ハ、 斯

様 ナ非結核 性 ノ浸潤 ノ存在4モ 念頭 二置 ク必要

ガアル.從 テ満洲 ノ肺結 核病 型 テ云 々 スル場 合

ナ ドニモ、・「ツ」反鷹陰性 者 ヲ除外 シテ統 計 テ取

ル ガ必要 デ アル.尤 モ「ツ」反懸陰 牲 デモ喀疲 検

査 デ結 核菌陽性 ナル場 合ナ ドハ勿論除外 スル必

要 ハ ナ イ.

借 肺結 核 ノ病型 ガ満洲 ヤ皇灘 ト内地 ト如何 ナル

相違 ガ アルカ ト云 フ事 二就 イテハ、 同一 ノ人 ガ

ー定 ノ見解
、 同一 ノ標準 テ以 テ比較 響ヘル コ トガ

必要 デ、今後 何等 カ ノ機 關 轟於 テ、統一的研 索

テ途 ゲテ解 決 スベキー 問題 デ アル ト思 フ.

第↓章　満洲ノ氣候 卜結核ノ關係

第1節 　満洲 ノ氣象

満洲 二於 テハ結 核 ノ罹 病傘 モ死 亡傘 モ高 イ ト云

フ事 モ 庵二述 ベ タガ、然 ラバ其原因 ハ何 力、

第一 二考 ヘ ラレル事 ハ其氣候風土 ガ然 ラシムル

ニ アラズヤ ト云 フ事 デ アル.依 テ先 ヅ氣 象 二就

テ検討 シテ見 ル継　　　 毒

　　　　 第29表 　圭要都市最低極氣温

此表 芦明 カナル如 ク、氣温 ノ黙 二於 テ満洲 ノ諸

都市 ハ他 ノ文 明國 ノ夫レニ比 シテ非常 二低 イ.

大 連 ハ ロ ン ドンヤバ リヨリモ低 久 奉 天、新京 ハ

ベル リン、　二犠一 ヨー・クヨリモ《氏ク、ハ ルビ ンノ、

モ スづ一 ヨリモ低 ク、齊 々π合爾、蒲 洲 里等 ハ更

二低 イノデ アル.

斯 クノ如 ク氣温 ガ低 イ ト云 フ事 ガ結核 テ多 カ ラ

シメ、且又其死 亡傘 テ高 カラシメル原 因 デ アル

ヤ否 ヤ ト云 フニ、 少 クモ直接 ノ原 因 ニハ ナラヌ

ト信 ズル。

若 シ寒 イ土地 二常 然結核 ガ多 ク或 ハ治 シ難 イ ト

云 フモ ノナ ラバ、 カナ ダノ妬 キ或 ハ フィンラン

ド、 スウヱー テ ン、 ノー一ル ウ訊一・ノ如 キノ、ヤハ リ

結核 死亡傘 ガ相當高 クナグ レバナ ラヌ ノ訟事實

ハ之 二反 スル
癖就 中 カナダノ結核死 亡寧 ハ温暖

ナル 日本 内地 二比 シテ著 シク低 イ心

之等諸 國 ハ準均瀞命 二於 テモ日本 ヨ リ長 ク、穂

死 亡傘 モ結核死 亡傘 モ低 イノデ ァル.

故 工寒 イ ト云 フ事 ガ常然結核 テ多 カラ シメル ト

見 ル事 ハ出來 ヌ.

叉 結核治療 ノ経験 カラ云 ツテモ、若 シ寒 イ事 ガ

結 核患者 二有害 デアル ナラバ、 冬 ノ開放療法 ハ

不成績 二終 リ、漸次衰 微 スル筈 デ ァル ガ,満 瀕

二於 ケル吾 々 ノ経験 デモ
、寒冷 ナ開放療 法 ノ成

績 娘 へ 患者 ガ開 放主義 テ好 ミ、 寒冷 二封 シ

テ恐怖心 ナ ド持 タヌノデ アル .

又 寒 サガ 有害 デ アルナ ラバ、 零下3Q度 ∴達 ス
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ル 北米 ノサ ラナ銘 ヒ 惚 ハ 如何 二 開爽者。鞍

ター ・トルー ドウガ偉大 ナル人格 者デ アツタ轟

シテモ、 今 日ノ如 キ大療 養地 ニマデ履展 スル事

ハ有 リ得 ナ イゆ

叉 スヰス ノ各高 山療 養所 モ、 トウニ閉鎖 サ レタ
　 　　　　 い　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

筈 デ アル.

之 等 ノ事實 ヲ考ヘ ルナ ラバ、寒氣其物 ガ繭洲 ノ

結 核多数 ノ薩接 原因 デハナ ク、他 轟主 ナル原 困

ガ アル事 ヲ想像 セ シメル ノデル アル.

氣 温以 外 ノ黙ハ如何 ト云 フニ、健 康 ト大關係 ア

ル漁度 バー般 二低 ク、1年 李均7q%以 上 ノ所 ハ

先 ヅ満洲 ニハナ イ ト云 ツテ 欝イ.此 ノ乾燥 ノ爲

二夏ハ割合暑熱 テ感 ぜズ、 冬ハ低温 度 ノ割 合 二

寒冷 テ感 ジナ イノデ アル.

次 二風 二就 テハ、満 洲 デモ時 二梱當強 イ風 ガ吹

.ク事 ハ吹 クケ レドモ、 内地二於 ケル如 キ暴 風ハ

殆 ン ドナイ.氣 象観測 ガ行ソ、レ出 シテ獄來、 未

グ嘗 テ30米 以上 ノ風速 ラ示 シタ事 ガナ イ搬 デ

ア ル 雛

殊 二幸 ヒナ事 二冬季 非常 二氣澱 ノ下 ル北満 二於

テへ 冬季 ノ風速 ガ概 シテ小 サ 久 殆 ン ド無風

ト云 フベ キ日ガ多 イ事 デ アル.

渉酋満洲一般 二晴天 ガ非常 一・…多 ク、快晴 日撒 ガ1

年100日 以 上 ノ土 地 ガ 多ク、 小李島 く南繭 洲保

養院 所在地)ノ 如 キハ150日 内外 デ アル,,

斯 ノ如 ク快 購 轟恵 マ レタ土地 へ日本ハ勿論 世界

中ニモ ァマ リ類 ガナ ィ.ス ヰ スノグヴ庸ス以上

ト云 ヒ得 ル.

第$0表 　各地氣象比較表(昭 和8-42年5ケ 年李均。但 ジダブ孝スノ年次不明〉

第3壊 輔 洲保養院氣鰍 計(皇麟 糠5ケ 年糊)
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斯 ノ如 ク假 令氣温 ハ低 ク トモ晴天 ガ多 久 室氣

ガ乾燥 シ、然 シテ風 ガアマ リナイ ト云 フコ トニ

ヨ リ、寒 暖計 ノ示度 ト實際 ノ寒冷感 トノ問 二非

常 ナ栢 異 ノ存 スル事 二重大 ナ ル意義 ガ有 ル。

徒 ラニ氣 象報 告 ノ氣温 ノ低 サ ノ ミテ見、 内地 ノ

漁潤 ナル土 地 二於 ケ〉レ概念 テ以 テ、満 洲 ノ氣候

風土 ラ批判 スル ナ ラバ、夫 ハ大 キナ誤 デ ァル.

北 海道 ヤ東北 、北 陸地方 カラ満 洲 ノ開拓地 二入

ツタ入 々 ノ實 感 テ聞 ク ト、満洲 ノ寒 サバ意 外 二

凌 ギ易 ク、寒暖 計 ヲ見 テ其低 サニ驚 キ、 寒暖計

テ疑 フ ト云 フ者 ガ少 クナ イ.

實 際札幌 ト大連 トハ冬 ノ氣候 ガ大禮等 シイガ、

其 寒冷感 二於 テ大 連 ノ方 ガ凌 ギ良 ク、奉天 ハ旭

川 ヨリモ冬 ノ氣温 ガ低 イガ、實際 ノ寒冷感 ハ旭

川 ヨリ輕 イノデ アル.

自分ハ昭和14年2月 初、 吉 林省 ノ 明城 ト云 フ

開拓地 二於 テ、朝起 キ抜 ケニ戸外 二出 テ、裸罷i

操 ヲ5分 間行 ツヲ甚 ダ 爽快 二 感 ジタノデ アル

ガ、此時傍 ・…置 イテ アツタ 寒暖計 ハ零 下34度

ヲ示 シタノデ アル。之 ハ全 客室氣 ノ乾 燥 ト無風

ノ爲 二凌 ギ良 イ ト云 フコ トテ如實 二物 語ル モ ノ

デ ァル　 　 　 ○

前述 ノ如 ク満洲ノ、快晴 ガ多 久 殊 二冬季 二於 テ

夫 レノ著 シイ事 ガ特長 デ、誠 二幸 ヒナ事 デ アル

ガ、 紫外 線 ノ量 二就 テ嘗 テ満大 ノ遠藤 賢氏 ガ調

査 シタ塵 ニ ヨル ト、奉天 二於 テハ冬季 ノ紫外線

量 ガスヰ スノダヴォス等 ト略 気同 ジデ、ロ ン ドン

ヤ トロ ン ト或 ハ 日本 ノ金澤、 倉敷 ナ ドヨ リモ豊

富 デアル コ トガ明 カ トナ ツタノデアル、奉 天 ト

云 フ大都市 二於 テサヘ グヴ,ス ノ如 キ 山村 二 匹

敵 スル ノデァル カ ラ、満洲 ノ都市 以外 ノ煤煙、

塵埃 ノ極 メテ少 イ地方 二於 テ ノ紫外線 ハ如何 二

豊 富 ナルベ キカ想像 二難 クナ イ。

満 灘 ノ寒氣 ガ決 シテ日木人 ノ生 活 益不適當 デナ

イ ト云 フ事 ハ京大 ノ正路教授或 ハ 名大 ノ久野教

授 其他 ノ生理學者 ヤ京大 ノ戸 田教授 、満大 ノ三

浦教授 等 ノ衛生學者 モ 著 シク主張 スル 所 デア

ノレ　　　　　　　　　　　　　 轡

叉久野教授 ノ寒冷二封 スル皮構鍛錬 ノ数果二關

スル實瞼工徴 スルモ、吾人 ノ皮膚ハ鍛錬 ニヨツ

テ驚 クベキ耐寒性 テ獲得出來 ル モノデアルカ

ラ、吾人ハ満洲生活 ノ必要條件 トシテ寒冷二封

スル鍛錬二意 ヲ用 ヒル事 ト、寒氣ラ恐 レヌ信念

テ持 ツ事 ガ必要 デアル。

第2節 　煤塵 ノ問題

満 洲 ノ氣 象 二關聯 シテ問題 ニナル ノノ・煤煙及塵

埃 デ アル.満 洲 ノ諸都市 ノ・冬季煤煙 ガ非常 二多

イ。其 爲 二析角快晴 二恵 マ レタ塞モ曇 リ、紫外

線 ガ地上 二到達 セヌ場合 ガ 多イノデ、 之 ガ保健

上非常 ナ損 害 デ アル、只 サへ 日照 時間 ノ短 イ冬

ノ室 ガ煤煙 二掩 ハ レテ所謂Ultraviolettnacht

(紫外 線的曙夜)テ 作 ル コ トトナル.

　 　　 第32表 　各地降煤量　 (田中文侑氏ノ

此 表 テ見 ル ト、嘗 テ煤煙 ト狗 縷病 デ有 名 デ アツ

タ塵 ノロ ン ドンヨ リモ大連、奉 天、新京等 ノ煤

煙 ガ多 イノデ アル.本 渓湖 ハ工業 町 デ アル爲 二

特 二甚 ダ シイ,

然 シナガラ此煤 煙 ナル モ ノハ云 フマデモナ ク、

決 シテ自然 ノ氣象其物 デ ナク、全 ク人 工的 二作

ル モ ノデ アル,從 テ人工的 二之 ラ滅 ぜ シメル事

モ出來 ル筈 デ アル.住 民 ノ理解 ト努力 ニ ヨリ此

煙害 ヲ減退 セ シメ得 ル事 、 ロ ン ドンヤ大 阪等 ノ

　　第33表 　煤煙防止運動 ノ敷果(田 中文侑氏)
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實 例 二徴 シテモ明 白デ アル(第33表/。

既二満洲 二於 テモ煤煙防JL法 規 ヲ搬布 シ、官民

共 二努力 シツ ・アリ、將來漸次 改善 サ レル 事デ

ア ル ¢

吾々ガ年來提唱 シツ・アル 冬季高温生活排撃

ハ、當然 ノ結果 トシテ、石炭 ノ浦費量 ヲ減 ジ、

同時モ又煤煙 ノ量 テモ減 ジツ・アル次第 デアル

ガ、煤煙防止 ノ具膿方法 トシテハ此外燃嶢器具

ノ改良、燃料 ノ改善選澤、燃嶢技術 ノ改善等 ガ

必要デアツテ、夫々專門家ニヨッテ努カ サレッ

ツ ア ノレ

次 二塵埃 ノ問題 デアルガ、満洲 ノ都市二塵埃 ノ

多 イ事 モ事實 デアル.即 チ表二示 ス如 久 大連

市中心ノ商唐街ハ保養院所在地小李島二比 シテ

10倍 内外 ノ煤塵量デアル、

　　　第 謎 表　大連市内各所降下煤塵量比較(1李 方哩當 リ噸激〉

(昭和13年1月 ヨリ3月 迄3ケ 月分及昭和12年1ケ 年分)　 (田 中文惰氏)

1商 店 街

地{拝 島 醗 試噺 沙 河 ・ 摘 子 浪 速 町 山縣 副 楓 町

期説 講 繍 …繊(市 ノ中心
ヨリ西北
商店街)(榊(導 物(熟會 紅 街 住 宅 地

桃 源 塁

1畿)
1謬 ㎡

、52・23、168・261252・42}369・56-一 一 一 一 … …

　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

　 469.68　 1　　 355.95　 ,　　 147.58
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

279.68

昭 和12『
1ケ 年 分 、

　 　 　 　 　 一 一『一

月 李 均 　 　 17.41　 　 56.09
　 　 　 　 　 　 …

84.14
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き
119.85　 　　　156.56　 ・　　 118.65　 1　　　49。19
　 　 　 　 　 　 1

93.23

190.00
i529・52,

912.33

一一一膵一 一_　 　-

2197.61 145鰯/ 1026.03　 i　　492。92　 　 　 1　　　　　
1
1191潟2

冊

此塵埃 ガ直接 二呼吸量 テ害 スル事 ニ モナル ガ、

更ニ ヨ リ以 上 ノ弊害 ハ塵埃 テ厭 ツテ窓 テ閉 ヂル

事 デアル カ ト思 フ.

何 レニ シテモ此塵埃 ノ大部 分ハ都市其 物 カラ駿

生 スル塵埃 デアツテ、 所謂蒙古風 ト構 スル遠方

カ ラノ黄塵 ハ世人 ノ考 ヘル程實際 ニハ頻繁 デナ

久 年 雫均9同 二過 ギナ イ ト云 フ事 デアル。

此都市 自罷 カラ獲生 スル塵埃 ノ・煤煙 ト同様、 ヤ

ハ リ佳民 ノ努力 ニ ヨリ、即 チ道路鋪 装又 ハ塵埃

塵理法 ノ改善、撒水或 ハ洗條、植樹造 林等 ニ ヨ

リ改善 サ レル筈 デ ァル.文 明都 市 トシテサ ウナ

ケ レバ ナラヌ事{ア ル。

之 ヲ要 スルニ講洲 ノ天然 自然 ノ氣象關 係 ハ決 シ

テ結核 テ必然的 二多 カ ラシメル様 ナ不良 ナモ ノ

デナイ ト信 ズル.否 日本以上 ノ結核療養地 モ有

ル ト断 占 スルモ ノデ アル,

第3節 　季節別結核死亡率

満洲 ノ氣候 ガ結核 ノ経過 二如何 ナル影響 テ及 ボ

スカ ト云 フ事 ラ知 ルー端 トシテ、季節 別死亡率

ヲ見 ル`ド トシタ.

満洲 デハ關東州及附蝸地、大連市、南満洲保養

院 ノ結核死亡卒、内地ノ比較ニテハ日本全國、

東京市療養所 ノ夫 レテ基 ゲテ第35表 トスルe

　　　 第35表 　季節別日本人結核死亡率

　地　　　　名

満　　 擁.地

　　大　連　市

洲 .

睡 鞍麹組勢惨
關 東 州 及 　昭5-・　 　 　 　 　 　 　 　 25

.827.223.823.1附 　 　　 　 　　 　 12一年 、

　　　　　　　昭10-　 　 　　　　　　　　 25
,725、725,323.3　 　 　　　　　　 13年

　　　　　　 昭8-　 1　 　南漏保養院　　　　　　　　　　 28 .528,021.319.　 　 　　　　　。　　14年

診.璽 縫壁乱壷 誓黎 郵6
　 　 　 　 　 　 　 昭3一　 警 覗 聴 管 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・28.1'30.114.21～7。6　 　 　 　 　 　 　 　 ユ3年

腰 餅 ヲξ該露 浪1§2識6.72廉

之 ニ ヨル ト満洲 二於 テハ夏若 シクハ春二死亡傘

ガ稽 く高 イケ レドモ、 春、夏、秋 ノ差 ハ アマ リ

大 キク 層.冬 ハ著 シク低 イ.秋 カ ラ冬 ノ初 二

内地へ蹄還 スル患者 ガ多 イ爲 デナ イカ トモ考 ヘ

ラ レル ガ、保養院 ノ如 キ牧 容患者数 ノー定 シテ

居 ル所 デモ特 轟冬 ノ死亡率 ガ低 イノデアル.

内 地 ノ季節 別死 亡率 ト封 照 シテ見 ル ト、満洲 ト
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大差 ナ ク、唯警親聴管 内即 チ東京府 ノ結核 死亡

傘 ノ、夏 工於 テ著 シク高 イ喰 之 二比較 スル ト満洲

ノ夏 ノ死 亡傘 ガ夫程 デナ イ事 ハ、氣候 ガ内地 ノ

夏 ノ様 二蒸暑 クナ イカラ良 イ ト云 フ事 デ示 スモ

ノ ト思 フ。 同 ジ東京 ノ夏 デモ市 ノ療養所 ノ死 亡

傘 ガ差程 高 クナ イノハ、選境 ガ良 ク市 内 ヨ リモ

涼 シクテ凌 ギ良 イ事 テ示 スノデ アラウ。

第4節 　結核性疾患獲病 ト

　　　　季節ノ關係

肺結核 ノ登病 時期 テ正 シク知 ル事 ハ 困難 デ ア

ル ガ、岩本氏 ガ新京満鐵 醤院 ノ内科患 者約4萬

人中 ノ結核性疾 患r肋 膜 炎テ 含 ミ テ 総患 者 ノ

17・8%)テ 就 テ 調査 シタ鹿 ニ ョ レバ、其{獲病 時

期 ハ5、6、7、8月 ガ 最 モ 多 ク、 冬期 ノ・少 イ ト

云 フ。

1又西 山氏 ガ 満大 内科 入院患者/昭 和2-11年 満

10ケ 年)ノ 結 核患X-　2746名(16歳 以 上)ノ 獲病

期 二就 テ ノ調査 ニ ヨ レバ、肺結核 ハ絡 患者撒 二

封 スル傘 二於 テ2月 ガ最高、 夫 レカ ラ3、4、5、

1、8月 ノ順 二下ル。

右雨統 計 テ綜 合 スル ト,肺 結核 ノ叢病 ノ・晩 冬 ト

春夏 ガ多 イ ト云 フ事 ニナル。

札幌 ノ有馬 内科 デ ノ調査 デハ冬及春 二多 ク登病

一1
、 蔓灘 欝院 デハ内地人 モ本 島人 モ3月 カラ8

月 マ デ黄病率 ガ上 リ5月 ガ最高 デアルe

即 チ肺結核 ノ獲病 時期 二就 テハ満洲 ト北海道、

壁澱 等ノ間 二大 差 ガ無 イガ、満 洲 二於 テ晩 冬 ト

春 ノ畿病 ノ多 イノハ寒氣 ノ直接 影響 デナ ク、非

衛生的 ナル 蟄 居生 活 ノ結果 ト見ルベ キデ ァラ

ウ心

次 二肋膜 炎 ノ護病 ト季節 ノ關係、之 ハ肺 結核 二

比 シテ其 時期 ヲ正確 二知 リ得 ル例 ガ多 イes第36

表 ハ大 部分西 山氏 二壕 ルガ、春、夏、秋 、冬 二

換 算 シタモ ノデ アル.

岩 本氏 ハ新京 デ5、6、7月 帥 チ晩春 及初 変二多

イ ト報 告 シ、大 連市赤 十字病 院 ノ外來統 計 デモ

ヤハ リ春 ガ多 久 次 ガ夏 デアル.

第36表 　季節別肋膜炎麟病峯
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西lll氏 ノ 満大 内科 ノ調査 デモ3、4、5、6月 二

多 ク、3月 ガ最高即 チ春 ガ多 イ.

大 連馨 院 内科 デ ノ調査 ハ ヤハ リ3、4、5月 即 チ

春 ガ断 然 多 イ。　　 　　　 　　 　　　 ・

塑謹 デノ・内地人 ノ肋膜 炎ハ3月 カ ラ9月 マデガ

高 イ、 本 島人 デモ3、5、6、7月 二多 ク、5月 ガ

最高 デ アル。

東京 デモ三浦、島薗 内科 入院患者 デ4、5、6月 二

多 久 最高 ハ5月 デ アル、、

金澤 ノ山田内科 入院患、音 デノ・、2、3、4、5、6月

二 多ク、最 高ハ3月 、新潟 ノ澤 田 内科 デハ4、

5、6、7、8、9月 部春 ト夏、殊 二夏 ガ多 イ、

仙盛 ノ熊谷 内科 デモ、3月 カ ラ檜 シテ5、6、7月

二最 モ 多イ。

小見科 ノ方 デハ山岡氏 ガ奉天欝大 ノ小見 科 デ ノ

調査 ニ ヨ リ夏二最 モ多 ク癸生 シ、秋 ガ之 二次 グ

ト報 告 シテ居ル.

東 京 ノ慶慮馨大 ノ小見科 デハ、春 ガ多 ク夏 ガ之

二次 グ.

之 ラ要 スル ニ肋膜 炎 ノ装病 時期 モ満洲 ト内地及

毫謹 ト大差 ガナ ィ、 唯奉天 デ小見 肋膜 炎 が 憂特

　　　　　　　　　 ボ
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二多 ク登 シタノハ偶然 デ アツタカ、或 ハ意味 ガ

アル カ、若 シ有 リ トス レバ、友 レハ恐 ラ ク満洲 ノ

冬季 二於 テ初感染 テ受 ケル小見 ガ比較 的多 久

夫 レガ藪 ケ月経 タ夏 二丁度肋膜 炎 テ幾 シ易 イ時

期 二到達 スル ト言 フ事 ガー ツ ノ原 因 デ アラ ウ.

ソ シテ他 ノ原 因ハ満洲 ノ夏ハ特 二 日ガ永 ク、從

ツテ休 養時間 ガ乏 シ久 過勢 二陥 リ易 久 而 カ

モ紫外線 ガ強 イカ ラ刺戟 ガ過 ギル ト云 フ檬 ナ事

デハ ナカラウカ ト思 フ。

兎 二角、 冬 ノ寒 サガ直接肋膜 炎ヲ誘獲 スル様 ナ

事實 ハ認 メ ラレナ イ。

吾 々 ノ保養院 二 人院 中二{熱性肋膜 炎 デ起 シタ患

者37例 二就 テ深川氏 ガ 季節別 一　…分類 シテ見 タ

庭、 ヤハ リ 峯季間 二 多畿 スル ト云 フ事實 ハ ナ

イ。

次 ・…9$膜 炎 ノ爽病 時期 二就 テ奉 天 ノll』岡氏 ニ ヨ

レバ、 内地 二於 テモ大艦 春、夏 二高傘 デアツテ、

其曲線 ハ繭洲 デモ似 テ居 ル ガ、此 春 カ ラ夏 ニカ

ヶテ ノ山 ガ内地以 上二高 イ トノ事 デアル、 同氏

ハ 自身奉 天 二於 テ ノ160例 ト大 連醤院 小見科 二

於 ケル 吉富、松 浦爾氏 ノ360例 テ合 セ、520例

ト シテ満洲 テ代 表 サ セ、 東京 ノ慶癒幣大 島氏及

濟生 會乳見院 ノ大氣氏 ノ例 合計406例 テ封 照 ト

シテ曲線 テ作 ツテ圖示 シタ.而 シテ山岡氏ハ満

洲 ノ小見 ノ結核性脳膜 炎 ガ特 二春、夏 二高傘 デ

アル事 ノ理 由 トシテ、 冬季 ノ蟄居生 活ニ ヨル所

謂紫外線暗黒期 カラ春季 二於 テ俄 カニ大量 ノ紫

外線 ラ受 ケル様 ニナル事 ガ、確 カニ結核 感染者

ノ琵疫不安定歌態 ニ アル見童 二封 シテ、叢 病 テ

促 ス事 ガ髪ヘ ラ レル ト読 イテ居ル。 之ノ、正 シイ

考 へ方 デ ァラウ ト思 フ.

第5筍 　喀血 ト季節 ノ關係

先 ヅ内地 二於 ケル關係 ヲ調 くごル ト、鈴木左 内氏

ノ東京市療養所 二於 ケル調査 ニ ヨル ト、喀血 ハ

3月 カ ラ6月 ニ カケテ多 イ"

原 氏 ハ 關 西 地 方 …:・・於 テ4月 下 旬 カ ラ6月 二 亙 リ

喀 血 ガ 多 イ ト報 告 シ、 松 田 氏 ハ6、7、5、8、9、

4、10、11、12、1、2、3月 ノ順 二 少 ク ナ ル ト云

フ 窃

喀 血死 二就 テハ刀根 山療 養所 ノ河端、西村爾氏

ニ ヨレバ、夏 カラ秋 ニカケテ最 モ多 久 冬期 ハ

少 イ ト云 フ事 デアル、

然 ル ニ満大 ノ西 山氏 ノ報 告 轟 ヨル ト、喀血 ハ内

地 ト異 リ、奉天 デハ冬最 モ多 ク、夏、春 ガ∠二

次 グ ト云 フ事 デアル。而 シテ満 洲 二於 ケル冬季

ノ生 活様 式 ノ非衛生的 ナル ニ基 因 噛ヘルデ アラウ

ト述 べテ居 ルゆ

一方吾 々 ノ保養院 二於 ケル6年 間425例 ノ喀血

患者(血 疲 ヲ含 ム、始癸出血患者〉ノ統計 ヲ草場

氏 ガ取 ツタ麗 ニ ヨル ト、季 節的 二大 キナ差 ガ無

久 春 ガ梢 ヒ多 イ ノデ アル。即 チ春 ガ26.3免 、夏

ガ24.1先 、 秋 モ24.1劣 、 冬ガ25.5%デ アツ タ.

而 シテ喀∬皿死ハ春及初夏 二多 ク、冬 二非常 二少

イの

ソコデ内地 二於 テハー般 二春喀 血 ガ多 ク、 冬ハ

少 イノニ 奉 天二 於 テ冬 ノ喀血 ガ 多 イ ト云 フノ

ハ、 冬季 二於 テ内地 ノ春 ノ如 キ温暖 ノ生活 テス

ル故 二、 内地 ノ春 同様 ニロ客血 ガ多 ク來 ル ノデハ

アルマ イカ、之 二反 シテ保養院 二於 テ冬特 ユ喀

血 ガ多 クナ イノハ、 開放 主義 ノ低温生 活 ヲスル

爲 カ ト思 ハ ル鑓

即 チ同 ジ満洲 デモ開 放主義 テ實行 一ヘル トセヌ ト

デ喀血 ノ起 リ工合 モ異 ル ノデハ ァルマ イヵ、今

満洲 ニハ小李 島 ノ外6ケ 所 ノ保養院 ガ有 ル ノデ

アル カラ、 今後 更 二多藪 ノ統 計的調査 ニ ヨリ此

關係 ガ關明 サ レル事 テ興味 ヲ以 テ期待 スル次 第

ア アル急

猫序 ナガ ラ、喀grttハ青 肚年 工特 工多 ク、殊 二男

子 ユ於 テ著 明 デ アル事 ハ保養院 ノ統 計 デモ事實

デ アル。
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第5章 満洲二於ケル結核蔓延ノ理由

第1節 　傳染源 ノ考察

満 瀕 二 於 ケル 「ツベル クリン」反癒 ノ検索 ニヨ

リ、満人、蒙古人、朝 鮮 入、 白系露入等概 シテ

陽性傘 ガ高 イ ノデ アルガ、 日本入 二於 テハ内地

二比 シテ寧 ロ低 イ。然 ルニ幾病奪乃至死 亡傘 ガ

高 イノテ見 ル ト、抵抗 力 テ弱 ラセテ悪化 サ ス因

子 ガ内地以上 二多 イ事 モ考 ヘ ラレル ガ、又一方

ニハ同 ジ感染撒 デモ濃厚感染 ノ例 ガ多 イ事 モ考

ヘ フ　レ ノレ
　 　 　 　 e

此濃厚感染 ノ可能性二就テハ建築様式、生活檬

式 カラ容易二理解 サレル所 デアル。即 チ内地 ノ

水造 日本式家屋ハ換氣 ト颪射 日光 ノ射入ガ良 ク

且 ツ塵埃 テ掃 キ出スニ便利 デアルノニ反 シ、痛

洲 ノ家屋ノ・換氣 ガ非常 二悪 ク且 ツ日本式 ノ掃除

法 デハ塵埃即 チ病原菌 テ含 ム物質 ノ除去二困難

デアリ、二重 ノ硝子窓 デアル爲紫外線 ノ殺菌ガ

殆 ンド働カヌノデアル。

斯様 ナ封菌衛生上 ノ不利ノ・四季 テ通 ジテノ事 デ

アルガ、冬季二於 テ殊 二甚 ダシイ.

此事ハ冬季二於 ケルrツ ベルクリン」反鷹陽性轄

化率 ノ高 イ事實ニヨツテモ首肯サレル。實際満

洲二於 テハ相當上流 ノ家庭二於 テモー家二多薮

ノ結核患者ヲ獲生 シ、而 カモ濃厚傳染 ト思ヘル

悪性結核例 ヲ屡 丸見ルノデアル。

猶吾々ハ 臨肱家 トシテ屡 支遭遇 スル ノデアル

ガ、内地カラ結核患者 ガたレト知 ラズニ渡満 シ

テ結核菌ヲ撒布 シ、新患者 ヲ作 ル顯著ナ實例 ガ

ア ノレo

例 ヘバ内地 カ ラ無 自魔性 ノ結核患 者 ガ職 テ求 メ

テ渡満 シ、親 戚知 己 ノ許 二滞 在 シ、其 間 二其家

ノ子供全部 二感 染 セ シメタ様 ナ例 ガ少 クナイ。

一面 ニハ喀疾 ヲ路 面或 ハ汽 車
、電車等 ノ待合所、

rプ ラヅツ トフォーtムJ、 映邊i館等 否寝室 ノ床 ニス

ラ喀 出 スル習慣 アル非衛生的民族 モ多 イ事ヲ考

フル トキ、博染源 ハ相當 二多 イモ ノト見 ネバナ

ラメ。

夫故結核未感染 ノ若 イ人々ガ渡満 スル ト間モナ

ク感染 シテ初期浸潤或ハ肺門淋巴腺結核等ラ起

シ、或ノ・肋膜炎テ起 シナ ドスル.之 ハ内地 デ田

舎 ノ者 ガ東京ヤ大阪へ出ル時 ト同等以上デアラ

ウ。 從來渡満後1-2年 以内二結核性疾患 テ起

ス者ガ多 イト云ハ レタガ、之ハ軍二満洲 ノ氣候

風土 ヤ仕事 二慣 レヌ間ガ危瞼ダ ト云 フ意味グヶ

デナ ク、此初感染 ト云 フ事モ重大ナ意味ラ持 ツ

モノト考ヘル燈

第2節 　登病動機 ノ考察

今更 云 フ迄 モナ ク、結 核 ハ唯結核菌 ノ侵入 ノ ミ

デ起 ルモ ノデナク、 畿病 テ鹸儀iナ ク スル動 機或

ハ艦質 的弱黙 ガ アツテ成立 スル。之 ハ内地 デモ

外 國 デモ同様 デ アル ガ、満 洲 二於 テ此登病 誘 因

ガ特 二多 イ様 二考 ヘ ラレル。

一罷 内地 カ ラ渡満 スル ト云 フ事夫 レ自身 ガ相當

ナ境遇 ノ攣1ヒ デ、 心身 ノ過勢 トナル、渡満 スル

爲 二其準備、暇 乞、迭 別會等 ニ ヨリ非常 二疲雰

スル。 ソ シテ族 行疲 レヤ新生活 ノ爲 ノ過 努 ニ ョ

リ、愈 ≧從來 ノ潜伏結核 テ登動 セ シムル コ トモ

有 リ勝 デアル。満大 ノ山中太郎氏 ノ統 計 二見 ル

モ、渡満後2ケ 月以 内 ノ蕨病例 ガ184名 ノ患者

中 二4名 アツタe最 近 自分 ノ見 タ1例 ノ如 キモ

渡 満前 二極度 二疲勢 シ、紳 戸乗船 ノ際 二血擁 ラ

出 シ、大連上陸 ノ翌 日歓迎 會 二招 カ レタ後 二喀

血 シタノデ アル.

渡 満勾 々 ノ健康 診噺 デ往 々褒見 セ ラル ・活動性

結 核 ノ中ニハ、 内地 二於 テ既 二活動性 デ アツタ

ガ、無 自寛性 二縫過 シタモ ノ ト、 内地 デハ非活

動 性 デァツタノガ渡満 ト云 フ行動 ニ ヨヅテ活動

性 二進展 シタモノ トアル。

叉満洲 ニハ勤勢者 ガ多 イガ、 内地 ノ夫等 二比 シ

テ勤務上 ノ慶動 ガ多 ク、慣 レザル土地 二出張或

ハ轄勤 シ、慣 レザル 業務 爺 忙殺 サ レル 事 モ多
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ク、且 ヅ慰安 二乏 シイ植民地生活 カラ不健 全 ナ

ル享樂的放縦生活 二走 リ、艦 力消耗 ニ ヨツテ抵

抗力 テ減弱 セシメ、終 二登病 ヲ・鹸儀 ナ クサ レル

例 モ少 クナ ィ、

叉緯度 ノ閣係上夏 ノ日ガ内地以上 二永 ク、 日出

ガ早 ク日浸 ガ非常 二遅 ク、勢 ヒ夜 ノ休養時間 ガ

短縮 サ レテ過雰 二陥 リ勝 デアル。此弊 ハ 日満時

差撤慶 ニ ョツテー層甚 ダ シクナッ タノデ ァル。

叉満洲 ニノ・囁生 二意 ラ用 ヒ礼 病 氣 ノ際 モ容 易

二静養 セヌ様 ナ豪 傑風 ノ人 ガ比較的 多 イ事 モ考

ヘ フ　レ ノレ　 　 　 　 e

然 シ在満邦入 ノ抵抗力 テ弱 カラ シメル共通 ノ大

弊害ハ 何 ト云 ツテモ、 其 日常生 活 ノ歓陥 デ ア

ル。夫 レバー言 ニ シテ云 ヘ バ高温 蟄居生 活 デ ア

ノYo

私 ガ渡満 シタ今 カラ10年 前頃 ノ實際 ヲ見 ル ト、

満洲生活 ノ第一要件 ハ佐居 テ温暖 二 入ル コ トデ

アル ト云 フ観念 ノ下 二、窓 テ開 ク事 ハ殆 ンドナ

ク、欄問 ハ有 ツテモ夫 レハ輩 二探 光 ノ爲 デアル

カラ、釘 ヅクデ所 謂嵌 メ殺 シデアツタ.從 ツテ

往宅 デモ役所 デモ、會耐 デモ學校 デモ寄宿舎 デ

モ、換氣 ト云 フ事ノ・殆 ン ド閑却 サ レテ居 ツタ。

例 ヘ バ 墨校 ナ ドデモ 炭酸 瓦斯 量 ガ往 々3-4%

二上 リ朝 ノ始業 時刻前 ノ検査 デスラ既 二1%以

上郎 チ生理的恕限 量 テ超 エ テ居 ツ タ ト云 フ様 ナ

事實 ガ、尾崎氏 ノ報 告 ニモ アル。學 校 デス ラ然

リ、一般 ノ家庭 ガ概 シテ換氣不良 デァツ タ事 ハ

想像 二難 クナ イ。而 カモ 春、夏 ノ如 キ高温 ノ室

ノ汚濁 シ切 ツタ室氣 ノ中 デ夜 テ徹 シテ旛 雀ナ ド

ニ耽 ル人 モ少 クナ ィノデアル カラ
、結核 ノ獲病

シ 易 イ事 ハ 當然 デ アルe室 温磁 氏20度 ノ・珍 ラ

シク無 久25-30度 、 時 二30度 以 上 ノ室 サヘ

アツ タノァ アル。

斯 ノ如 キ生 活ハ結核 患者 ノ「サナ トリウムj療 法

ノ正反封 デアル カ ラ、結核 ノ登病 ヲ促 シ、且 又
一度獲病 ス レバ病勢 悪化 ノー途 テ辿 ル事ノ・當然

テ アル魏

猶 洋式建 築内 ノ畳生 活モ亦 不合理 デ アル事言 デ

挨 タナ ィ。

斯 ク ノ如 ク佐居 ノ衛生 二 多 クノ鋏略 ガ アル上

二、多 クノ在満 邦人 ハ戸外 二出 ル事 テ嫌 フ傾 向

ガ強 久 爲 二大氣 ト日光 ノ恩恵 二甚 ダ シク遠 ザ

カル事 ハ免 レナ ィ。

猶又満洲 二於 テハ冬季 カラ春季 ニ カケテ野菜 ガ

乏 シ久 高 贋 トナル關係 上、其囁 取量 ガ自然少

ク、蒲 カモ從來 白米食 ラ普通 ノ主 食物 トシテ居

ツ タ爲n「 端 タ ミン」類及 ビ無機盤類 ガ鋏乏 シ

易 久 結 核叢病 テ容 易ナ ラ シメル艦質 テ構 成 シ

タ事 モ考 ヘ ラレル。

要 スル ニ満 洲 二於 ケル邦人 ノ生活 ハ結核 ノ濃厚

傳 染 ノ機 會 ガ多 ク、 而 カモ獲病動機乃至病勢悪

化 ノ動 機 ガ多イ ノデ ァル。

然 シナ ガラ是等 ハ皆、人 々 ノ理解 ト努力 ニ ヨリ

改善 シ得 ル見込 ガ充分 ニ アル.否 現 二著 丸理解

サ レ、實生活 ノ上 二具現 サ レル傾 向 ガ見 ラレル

ノデアル.

猫 一言 シタイ事 ハ、満人 ガ 日本入 ヨ リモ感染傘

ガ高 イノニ、 日本人 ヨ リ結核患者乃 至死 亡者 ガ

少 イ事 デアル。夫 レハ何故 カ ト云 フニ簡 軍 二答

フ レバ満人 ノ方 ガ抵抗力 ガ強 イノデアル ト云 ヘ

ル ト思 フガ、然 ラバ何故 二抵抗力 ガ彊 イカ ト云

フニ、大約5箇 條 ノ理由 ガ アル ト思 フe

第1轟 ハ満人 ハ 自然淘汰 ニ ヨツテ民族的 二弱膿

質者 ガ少 ク、且 又箇艦 的 ニモ弱禮質 者 ハ小見期

二於 テ死減 シ
、 強艦 質 ガ多 ク残 ツテ居 ル コ ト。

第2轟 ハ満人 ノ方 ガ萬事 二呑 氣 デ アル カラ、 日

本人 ヨ リハ概 シテ休 養 テ多 ク取 リ神身 ノ過勢 ガ

少 イ。

第3x・ ハ満人 ノ方 ガ 日本 人 ヨリモ戸外 ノ大氣、

日光 ノ恩恵 ヲ受 ケル機會 ガ多 イ.

第4ニ ハ青年 ノ放縦生 活 二封 スル趾會的制裁 ガ

満人 ノ方 ガ日本人 白リモ 強 イ(例 ヘ バ 泥酉朝犬態

テ他 人 二見 ラ レレバ結婚 スル者 ガナ イ ト云 バ レ

ル)¢

第5工 満人 ノ盆物 ハ榮養 墨上概 シテ日本人 ノヨ

リモ合理的 デァル。帥 チ日本入ハ主食 トシテ白
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
米 二執著 シ、満人 ノ如 ク高梁、粟、包米 く玉 蜀黍)、

小変粉、緑豆等 ノ 雑穀類 テ殆 ン ド用 ヒズ、動
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物性食品テ囁 ル場合 モ其肉 ノミテ偏重 シテ臓物

等 ヲ食 スル者 ガ少イ.叉 日本入ハ脂肪分 壁満入

程多ク用 ヒナイ、,満入ガ生野菓 テ多 ク食 シ、1又

ハ油 ヲ以 テ イタ メテ食 スル コ トノ多 イノモ「ヴィ

タ し 却 無 機騨類 及 ビ脂肪 ヲ 充分 二 囁 取 シ得

ル黙 工於 テ有利 デ ァル脅

第6章 満洲二於ケル結核治療

第1節 　大連 二於 ケノv大氣療法

結核 ノ大 氣療 法 ハ日本 内地 二於 テモ嘗 テハ相當

危惧 サ レ、。或 ハ非難 サ レタ事 ス ラアル、 マ シテ

満洲 二於 テハ、一般人 ノ生活 ガ温暖第一主義 デ

アツタ關係上、開放圭義 ノ療法 ハ大騰 不可能覗

サyタ 檬 デァル ガ、 今 カラ10年 前、繭鐵 ガ

今上天 皇御即位奉親 ノ記 念事業 トシテ、耐員及

ピー般 人 ノ爲 二、結核療 養所 テ設置 スル事 テ決

定 シ、不 省二其創立 二關 スル事務 テ命 ゼ ラレタ

時、 自分 ハ時 ノ衛生課長 金井章次 氏 ト共 二、大

連市郊外 小李島會 二地 テ トシ、 ソ シテ開放主 義

ノ療法 力實 行出來 ル ト云 フ主張 ノ下 ユ、病室南

側 バー杯 二窓 テ作 リ、 ソノ上二大 キナ廻轄欄 間

テ設 ケナ ドシタノデアル、

同時 二満洲 ノ結 核豫防上最 モ緊要 ナル事項 トシ

テ、 日常生 活 ノ様式 テ改善 スル事 、就 中戸外生

活 テ奨鋤 シ、高温密閉主 義 ヲ清算 シテ換氣 テ良

クズル事、其 具艦 的 方法 トシテ欄 間 テ廻轄式 二

改 メル 事 等 テ 自 ラ實 行 シツツ提唱 シタノデ ア

ノレ登

而 シテ昭和7年5月25日 ニ ソノ療 養所 卸 チ南満

洲 保養院 ガ竣工 シ、開院式 テ暴 ゲ テ以 來、徹底

的 二開放主 義 テ實 行 シテ今 日二至 ツテ居ル癖 即

チ蓋夜共 窓 テ開放 シ、只彊風 ノ時 ノミ閉 スガ、

寒 申 ノ夜戸外 ガ 零下18度 二達 シタ時 ト難 モ、

欄 間 マデ閉 ス事 ハナ イ、

暖房 ノ蒸汽 ハ通 スガ、 之 トテモ診察 ノ時 ヤ食事

ノ時 ナ ドニ風 テ引 カセヌ コ トテ主眼 トスル ノデ

アル カラ、縄 エ ズ通氣 スル ノデハナ イゆ

從 ツテ室温零 下5度 稀 二10度 二下 ツタコ トモ ア

ルe昨 年12月1日 カ ラ 今年2月 末 日迄 ノ3ケ

月間 一一・一、病室 一　…10時 間以上通氣 シタ日ハ37日 、

24時 間 連緬 通氣 シタ 日ハ 僅 カニ6日 ノミデ ア

ル.之 ニ ヨツテ大照室 ノ寒 サ程 度 ガ想像 出來 ル

ト思 フガ、寒冷 ト云 フ事 デ、 患者側 カラ不 李 ノ

出 タコ トハナ イ。皆開放 生活 テ喜 ンデ居 ル.石

炭不 足 ヲ告 ゲテ通氣 出來 ズ、 開放 シタ儘 デハ暖
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 譜

房放熱器 ノ破裂 スル恐 レノアル寒 夜ナ ド、 止 ム

テ得 ズ窓 ヲ閉 シタコ トガ アルガ、之 スラ患者側

デ非難 スル程 ユ、患者 ・・寒氣 ヲ恐 レズ開放 テ好

ム ノデアル

蓼考 ノ爲吾 々 ノ俣養院 ノ患者 ノ轄鋸 別統 計表 チ

鼓 二掲 ゲル.

　 　　 第37表 南欄洲保養院退院者縛蹄別

　 　　 　　　 　(昭和7-14年 度)

牧 容 スル患者 ノ病勢 ハ入院直後 ノ検疾 二於 テ結

核 菌陽性者 ガソ$ヲ 占 メル 程度 デ ア リ、 病期分

類 デハ ソ3以 上 テ第 皿期 ガ占メル ト云 フ程度 デ.

必 ズ シモ輕 症者 ノ ミデナ イ.而 シテ李均 在院 日

藪 ハ約6ケ 月牟 デアル。

斯様 ニ シテ大連地 方二於 テ結 核療 養 ガ出來 ル ノ

ミナ ラズ、徹底的 ノ大氣療法 モ安心 シテ實 行 シ

得 ルづ トガ立讃 サ レタ ノデ アル。

猶結核 デハ ナ イガ、肺 炎 ノ小見 ノ治療 轟 モ、開

窓療法 ガ有 敷 デ ァツテ、死 亡牽 テ減退 セ シメ タ

ト云 フ経験 ヂ、大連病院小見 科 ノ太 田正氏 ガ報

告 シテ居ル。 同小見科 デへ 冬季 モ蓋 夜開窓 シ、

室温零 下7度 マデ下 ツ タコ トモ アル ト云 フ
。
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召々ノ保養院二於 ケル他 ノ治療法 二就 テハ省略

スルガ、人工氣胸療法ハ現在 ノ患者 ノ23%二 施

行 シテ居ル、

第2節 他地方殊 二北満 二於 ケノレ

　　　　　　 大氣療法

満洲帝國 ノ建國以 來、邦 人 ノ渡満 者 ガ著 シク増

加 シ、奥地ヘ ノ進 出 モ目魔 シイノニ封 シ、療養

所 ガ南端 ノ大連 二1箇 所 ヨ リナイノハ宜 シクナ

イ.ド ウ シテモ北部 ニ モ、 各大都市 ノ附帯施設

トシテ其郊外 二建 ツベ キデアル トノ見地 カラ、

自分等 ノ保養院 ノ檜築案 テ差控 ヘ テ、北部都市

ヘ ノ建設 テ念願 シタノデアル ガ、満鐵 ハ先 ヅ薔

北 鐵 ノ富拉爾基療養院 ヲ改修 シテ 昭和13年 二

之 ヲ開院 シ、次 デ 満鐵 創業30週 年記念事業 ノ

ー トシテ大連
、奉天、新京、撫順、吟爾濱 ノ5

ケ所 二 保養Ut　e新 設 シ、昭和14年3月 末 マデ

・:・全部開院 シ
、現在合計7ケ 所 「IN'　..}ド」敷670林

トナ ツタノテアル◎

大 連以外 ノ北部地方 ノ保養 院 二於 テモ、冬季 モ

窓 ノー部 ヲ開放 シ、夜間 ト難 モ瀾間 丈 ケノ・開放

シテ過 ス ノデ アルガ、患者 ハ皆安心 シ且 ツ満足

シテ療養 テ績 ケル ノデ アル。
　 　 り

今富拉爾基保養院 ユ於 ケル日置氏 等 ガ實施 シタ

冬季大氣療法 テ紹介 スル.即 チ同院 デ ハ戸外臥

堂氣温零下32度 二達 シタコ トモ アル ガ、斯 ル時

ニモー部 ノ患 者ハ其 臥堂 二居 ラセ、他 ノー部 ノ

患者 ハ室 内二於 テ廻轄 窓 ヤ、小窓 ヲ開放 シテ大

氣療 法 テ實行 シ、好成績 ラ牧 メタノデ アル.勿

論 防寒 ノ服装 ニハ考慮 テ彿 ヒ、湯 「タニボ」テモ

使 用 シタノデアル。

猴普 通病院 デモ、近年大氣療法 ガ勇敢 二行 ハ レ

出 シタ.例 ヘバ新京馨院 ノ内科 デ徳山氏 ハ零 下

30度 以下za降 ル時 ニモ開放療法 ヲ行 ツ タ。尤 モ

暖房 テ シツツ、零下7度 マデ下 ツタコ トガ アル.

窓 二rガ ーtぜ」ラ 張 ツテ 置 ケバ、室盗 ガ10-15

度 二保 タ の レガ、 室氣 ノ穫 分汚染 サ レ、炭酸瓦

斯 ガO.55%二 上 ッ タ ト云 フe

又 札蘭屯 ノ仙 波氏等 ノ報 告 ガ アルゆ郎 チ氣温零

下30度 ノ時 モ、南 向 キ 病室 ノ 小窓 ヲ開 キ、木

綿布一 枚張 ツテ 置 イタ。其 疇枕頭/十)14度 、

林上 ハ零度 乃至/+)10度 デ アツタ ト云 フ,,

斯 様 二北満 二於 ケルー般病院 二於 テモ大氣療法

ガ相當 ノ程度 マデ實 行 セ ラノい 轟歪 ツタ ノデ ア

ノレo

次 二満鐵経螢 ノ7保 養院 一　…於 ケル極 寒期 新入院

者 ガ突然寒冷 ナ病室 二牧 容 サ レル コ トガ、何 等

力悪影響 ヲ與 ヘル カ、何 力不快 ノ症歌 テ起 スカ

患者 自身二如何 ナル感 想 ヲ與 ヘル カ ト云 フコ ト

ヲ調査 シタ腿、次表 ノ如 ク106人 中1人 トシテ

不快 テ訴 ヘ タ者 ナク、皆爽快 グ ト云 ヒ、其 中 ノ

29名 即 チ約3割 ハ特=非 常 二爽 快 ト云 ヒ、開放

主義禮讃 ノ階 テ書 イタ者 モ少 クナ イの

此調査 二加 ツタ患者 二入院後 問 ノナ イ者 モ少 ク

ナ カツタガ、夫 レデモ盗 汗 ヤ頭痛 ガ減少 シタ ト

第38表 　嚴寒期新入院者 ノ大氣療法一　・・

　　　　　　鮒スル氣分

(昭和14年12A及 昭和15年1月 入院者)

保養院名慕 灘 度霧襟}婦 計

南　湖
(大連)
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入院前盗汗ア"シ 者46名 、 共後速 カニ消
失叉ハ減少　　　　　 41名(89.1%)

　 　入院前頭痛ア リシ者31名 、 其後速 カニ清

考lk叉 ハ越少 　 　 　 　 22名171.0%〉　 [天
院前二比 シ食懇ワ増進セル看㎝}一 ㎝　

　　　　　　　　　　　 52名(50.0%)
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カ、潰失 シタ トカ、食慾 ガ檜進 シタト云 フ者 ガ

相當 アツタ。

猫此調査 二於テ興味 ヲ感 ジタコトハ保養院入院

前、 自宅又ハ他 ノ馨院或ハ寮等二於テ、既二大

氣療法主義テ實行 シテ居 ツタ者 ガカナリ有ル ト

云 フコ トデアル。 又 モ ウー ツ面 白 イコ トノ・欄 間

ノ開 キ得 ル室二住 ンダ者 モ栢 當 二有 リ、而 カモ

夫 し・ハ大連 ノミデナ ク、北部 地方 ニ モ有 ル ト云

フコ トガ明瞭 ニナ ツタコ トテアル。

第39表 　保養院入院前生活状況
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即 チ嚴寒時新 入院辮 鯛致106名 中 入院前 モ大氣

生 活 ヲ實行 セル者 ガ21名 ア リ、 其 中 自宅療養

者%名 、寮又ノ・族 館 二於 テノ 者 ガ4名 、他 ノ

病 院 二於 テノガ2名 デ アツタ。

叉 入院前 ノ佳居 二開 キ得ル瀾 間 ノ有 ツタモ ノガ

42名 帥 チ39.6%ア ツ タノデ アル。

住 宅又 ハ學 校、寄宿舎、 各種事務 室等 二、欄 間

テ開 キ得 ル様 ニ スル コ トハマ ダ充分 二普及 セヌ

ケ レ ドモ、 夫 レデモ既 二恰爾濱、 佳木斯等 ニ モ

目撃 サ レルニ 至 ツ タノデアツテ、 之 ヲ10年 前

ノ事實 二比較 スル ト實 二著 シイ攣化 ト云ハ ネバ

ナ ラヌ.　　　　　　　　　 轡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 欝

第7章 　満洲ノ結核封策

以上述べ來 ッタ塵ニ ヨリ、満洲 ノ結核封策 ハ 自 ラ明瞭 デ アル、 今一括 シテ表 二示 ス.

　 　　　　　　　　　　　　 第40表 　 満 洲 ノ 結 核 封 策

1)生 活楼式改善

　　 1。密閉1磯 排撃、換氣働行〆廻轄欄問 ノ善及)

　 　 2・高温生活排撃、冬季室温18度 以下 ノ提囑

　　 3。室内塵埃除去 ノ鋤行

　　 4。戸外生活 ノ奨働

　　 5.寒 氣二勤メル鍛錬

　　6・ 榮養 ノ改善で白米全屡、雑穀併用、生野茱多用等)

　 　 7.過 勢 防止、休養充足

　　8.膿 育ノ合理化

　　 9.縛1舌 前家屋 ノ消毒

　 10.喀 疾 ノ取締働行

　 11.映 叢館 ノ取締 り(消毒、乳見入場禁止等)

　 12.享 樂 生活二封スル國策的繍正(法規的取締及肚會的制裁ノ

蝉
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皿)健 康診噺 ノ拗行(健 康相談所 ノ増設)

　 　　 開拓民諸官鵬、會就探用者等二騰 シテハ成ルペク渡満前二施行 ノ慧 ト

　　 1。　「ツペノレクリン」反慮

　　 2.陽 性者 ノ精密検査(「vソyゲ 殉 、血沈、喀疾検査等)

皿)BCG接 種(らソ」反鷹陰性者二)

IV)「 ツ、反磨陽縛者 ノ監親、保護

V)要 治療者 ノ早期療養(療 養所 ノ塘設)

VI)結 核性兜童 ノ療養學園

Vll)結 核豫防知識曹及G辻 會敏育)　 開拓民 ヲ始メ薪渡滞者二封 シテ特二考慮 ヲ要ス

vm)　結核撲孝威璽社策1打ti進機關

而 シテ特 二強調 シタイ事 ハ

　 1>内 地 カ ラ活動 性結 核患者 ラ輪入 セヌ コ ト

　 2>満 洲 デ叢病 シタ患者ハ早期 二満洲 二於 テ

　　　治 療 スル コ ト

即 チ 日満爾國間 二結核 不可侵方針 ヲ取 ル コ トガ

必要 デ アル。

從 ツテ各大會肚、官 鷹等ハ從 事員探用 二當 ツテ

結核 ヲ』中心 トスル精密検 査 テ行 ヒ、艦格 テ嚴選

シ、探 用後 ハ屡 く健 康診噺 ヲナ シツ ・健康監理

テ行 フベ キデ アル。其爲 二大會肚等 ハ健康診断

ノ機關 テ掲 自・…設 置 シ、進 ンデi療養機關 テモ持

ツコ トガ望 マ シイノデアルガ、漸次其機蓮 ガ満

鐵 以外 エ モ動 キツ ・アル コ トハ喜 ビニ堪 ヘヌ次

第 デ ァル。

開拓 民 ノ 健康診断 ハ 勿論 内地 二 於 テ 嚴重 二行

ヒ、筍 モ 活動性結核 アル 者 ノ・渡満 セ シメズ、

rツ 」反慮陰性 ノ青少年 ハBCG接 種 後 轟渡満 サ

セル ト云 フ方 針 テ今後 モ必 ズ鋤行 シタイモノデ

アル。從來 青少年義 勇隊以外 ノ開拓民 二封 シテ

ハ健 康診断 ガ届 カナカツタ恨 ミガ アル.今 後 ハ

全家族 二 封 シテ渡 満前 二 施行 スル コ トガ 望 マ

シイ、

猫渡満後 ノ生活 二封 スル正 シキ知 識 テ入満一 歩

前 二於 テ注 入 ズル コ トガ必 要 デ ァル。夫 ハ内原

ノ青少年義 勇稼 ハ勿論、其他 ノ開拓民 二封 シテ

モ、船 内等 二於 テ讃 マ シムル満洲生活 ノ栞 トモ

云 フベ キモ ノヲ與 ヘル テ可 トス、

「ツベル クリン陰 性 者二BCG接 種 ヲ行 フコ ト

ハ、 自分等 ノ経験 デハ局所 ノ化膿 モ見 ズ、且 ツ

陽性韓化 モ相 當二起 リ、何等 ノ弊 害 モ認 メ ラ レ

ヌ カラ鋤行 シタ方 ガ ヨイト考 ヘルモ ノデ アル、

結

満瀕 ハ從來結核 ガ多 カツタ トハ云 へ、 之ノ・氣候

風 土ニ ヨル常然 ノ結果 ト云 フ ノデナ ク、充 分改

善 ノ鹸地 ノァル事 デァ リ、其從 來 ノ訣 陥 モ既 二

判明 シ、其封策 モ決定 シテ居 ル事 デアル カラ、

今後官民共 轟結核撲滅 二向 ツテ誠意 ト熱 意 テ以

テ進 ミサヘ ス レバ、年 ト共 二撲滅 ノ實 ラ墨 ゲ得

ル ト確信 スル モ ノデ アル.否 既 二其曙 光ハ見 エ

テ居ル ト思 フ、　　　　　　　　　　　　　　　 、

但 シ満 洲 ノ結核 患者 ノ・成 ルベ ク満 洲 デ療 養 スル

方 ガ ヨイト云 フ事 ガー般 二理解 サ レ來 リ、且叉

入院 スベ キ機 關 モ漸ぞ欠ナ曾加 スルニ從 ヒ、 内地蹄

選者 ノ率 ガ減 ジツ ・アル故、 當分 ハ満 洲 ノ結核

語

死亡率 ノ敷字〉・猫幾 ラカ壌加 スル カモ知 レヌ.

叉 人 口檜加 二俘 ヒ、死 亡者 ノ縄 封撒ハ増 スデア

ラ ウ、卒然 ト其鍬字 ダケ見 レバ、結核撲滅 二封

スル之 マデ ノ努カ バ何等数果 ガナカ ツタ様 二感

ズルカモ知 レヌ ガ、夫 レハ正 シイ見方 デナ イ事

テ世入 ガ豫 メ理解 サ レル様 望 ムモ ノデ アル。

今後 モ撲滅事業 ノ手 ヲ緩 メズ、更 ニー段 努カ ス

ル ナ ラバ、近 キ將來 轟於 テ結核死 亡率 ハ必 ズ峠

テ下 リ始 メルモ ノ ト確 信 スル.

斯 クデ 蒲 洲 ハ健康 ノ樂園 デアル」ト誰 モガ云 フ

時代 ノ來 ル ノテ待望 シテ止 マヌ次第 デアル癖

(附記〉 本報 告 ノ準備 二封 シテ、満洲 ノ ミナ ラズ
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内地、朝鮮、藁選等 ノ研究家各位 カラ、種 々

有盆ナル論文又ハ未護表資料ヲスラ御恵與賜

リ、叉南満洲保養院 ノ同僚及 ビ他保養院 ノ院

長始 メ醤 島諸兄 ガ熱 心 二細援助下 サヅ タノァ

曲 リナ リニモ責 テ塞 グ コ トテ得 タ事 テ、i弦二

特記 シテ深 甚 ノ謝 意 ブ表 スル 次第 デ ァル。

主要文」献

笠)關 東局人口動態統計,　 昭和12年 迄.　 2大

日本統計年鑑、 昭和12年 迄.3)厚 生省豫防局,

結 核簸防事業概要.昭 和13年.　 ↓.厚生省豫防

局,結 核死亡統計 昭和14年.　 5♪學術振興會、

國民保健二醐スル統計資料.昭 和12年.　 6)白

十 字禽,　 日本結核事業総覧、昭和13年.　 7>本

問英史,漏 洲 二於ケル結杉問魎.日 本公衆保健協

會雑誌.昭 和2年.　 8、 本間英史,蒲 洲 二於ケル

結核豫防ノ實行方策.漏 洲文化協會.昭 和11年.

9)岩 田穰。 共濟就員殊二鐵道從業員 ノ肺結核統

計的観察.勢 働衙生資料.大 正15年.　 10二 戸田

忠雄,滞 洲二於ケル結核 ト其豫防欝策概要.漏 洲

署學雑誌.25巻.昭 和11年.　 11)豊 田太耶、 滞

洲 ノ醤事衛生殊二傳染病.九 大署報持別號.昭 和

10年 　　121三 浦蓮一 　滴洲日仁人死亡統計ノ衛

生墨的考案.講 洲馨學雑誌.5雀.大 正15年 及8

塔.昭 和3年.　 13)三 浦蓮一,換 氣 ト暖房蚊 二

探光。學校衛生講演集.昭 和9年.　 14)三 浦蓮
一,　 保健上カラ見タ満洲 ノ住宅.保 健問題十講.

昭和8年.15)三 浦運一,漏 洲 ノ住居 ト衛生.衛

生工業協會雑誌.8巻.昭 和9年.16)三 浦運一,

満洲隅拓民 ノ冬季保健生活指導要緬 臨肱大陸5

號.昭 和15年.　 17)川 人定男、最近)於 ケ 曜在

瀟B本 内地人死亡統計 メ衛生學的考察 瀧洲讐學

雑誌。19拳.昭 和8年 　　18)川 人 定男,在 漏邦

尺結核統計補遺.浦 洲醤學雑誌25巻.昭 和i1年 。

19)川 人定男,山 田弘,19314935年 在満日本人

死亡統計 ノ研究,滞 洲醤學雑誌3Q巻 昭和14年

20)還 藤 繁清,滴 洲 ト結桟 満洲保健局問題十講

昭和8年.21)蓮 藤繁清,漏 洲 ノ結核問魎.學 校

衛生講演集.昭 和9年 　 22.還 藤繁清,結 核 ・氣

ff候療法.現 代 ノ診療.箆3輯 　　23.大 連 市役所衛

生課、 結核性呼吸器病二讐・レ屍膿火葬籔調査.昭

和 婚年 　 24)小 田俊耶・大田黒選三耶・墾謹二

於ケル結核性内科疾患ノ研究 死亡統計 獄1見 タ

ル肺結核.i砦灘醤學雑誌.35-36巻 ・　 25)小 田俊

鄭,塁 轡二於ケ'し結核 ノ地理病理學的観察.結 核

16巻.昭 和13年.　 26>曾 田長宗,内 藝生命表

ノ比較 轟現ハレタ肺結核死亡 ノ影響.赦 會事業 ノ

友65號.　 27)渡 邊交雄,満 洲 ・・於ケル結核ノ

鞭近 ノ動向。臨躰大陸 ひ1⑪號.昭 和15年 　 2凶

西山文雄,満 洲二於 クル結核牲内科疾患 ノ臨駄研

究.臨 紘大陸2-4號.昭 和14年 。　 29)瀧 鐵衛生

課,在 浦邦人見童生徒 ノ結核二關スル調査■ツベ

ルクリソ」疫内反癒成績.東 京醤事雑誌2953號 ・

昭和12年.　 30飯 尾舗三,二 木保男其他,閣 東

州内日漏學校 生徒3478名 ノ マソ}一 氏反磨調査

瀟洲騰學雑誌.26巻.昭 和12年.　 31)岩 原拓・

學校生徒見童誼二敦職員ノ結核罹患歌況概観・學

校衛生.昭 和14年12月.32)野 津謙,井 上房江

東京京橋癌二於 ケル學童結純豫防二 就テ・結核・

昭和13年 、33)貴 嶋和定其他,大 阪府下牡丁糠

備検診 二於ケ ヅ ツ」暖癒.赤 血球沈降速度蛇二結

核性疾患二蘭スル成績、學校衛生。昭和15年1月.

34)遽 藤 繁清,小 松雄吉,山 田弘,大 連市初等學

校入學見童結核調査。瀟洲聲學會雑誌29巻 ㌧昭和

13年 、　 35)山 田弘,惣 中康夫,大 蓮市二於ケル

學童 宝徒ノ結核二關ス轟研 究 漏洲腎學雑誌29

巻.昭 和15年.　 36'在 満 日本大使舘教務部保健

課,在 瀟邦人申等學校生徒 ノ健康調査.學 校衛生・

昭和15年.37)交 部大臣官房艦育課,師 範學校

生徒 ノ死亡蛇二疾病ニヨ・む退學.休 學.猷 席二關

ス 〃調査.學 較衛生 昭和14年11月.　 38)岩 本

茂樹,噺 京漏鐵讐院内科二於ケル結核患者 ノ統計

的灘察.講 洲醤學雑誌29巻.　 39)山 中太認,最

近5ケ 年間二於ケル入院患者 ノ統計.満 洲欝學雑

誌.29巻 　　40)關 東保健館,大 連警察管内接客

業者健康診噺成績.昭 和1L年 　 　41)廣 木彦吉其

他,蒙 占人二施行セが ツ。反懸.東 京醤事新誌.昭

和12年 　　L-〉一)廣木彦吉其他 漏人特種管業婦女

子二實施セル「ツ」反懸 東京馨事斯誌、昭和 ユ2年.

43)廣 木彦吉其他,浦 人免童生徒轟施行一k　7y「ツ」

反懸 東京醤事新誌 昭和11年.　 騒)太 田健三,

青少年 ノ「ツベル7蓼 ソ」/反胞一就テ.結 核.17巻.

昭和14年 　 45♪ 日置達雄,米 田翼,太 田稔,北 滞

二於ケル日満小學見童二施行セノジ ツベルク リソ,

皮内反癒成績.漏 洲馨學雑誌31巻.昭 和14年 。

46.奉 天省書務廉、奉天市接客業者結核汚染状態.

滞洲醤學會雑誌.31巻 。昭和14年.　 47、 野 見山

重寛,樺 島春男,鞍 山二於〃ル費笑婚二實施セル
「ッ』反癒.束 京隠事新誌 昭和12年 　　48)箭 頭

正男,山 中賢三,ハ ルビソ市在佳白系露 欠小學見

童 二於ヶが ッベルクリソ」}趣1成績 漏鮮之讐界

昭和12年 　　49)原 隆 一,登 岐幸藏其他,京 城師

範附厨小學校見童二施行 セルらソベルク リン」反癒

實施成績・城大小免科雑誌10號 、昭和12年.50)

原隆一其他,京 城師範學佼生徒 二施行セルrツ ベ

ルクゆソ」反懸成績 城大小見科雑誌.10號.昭 和
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12年.　 51>成 田夫介,北 村勝巳,金 行正夫,青

少年結核牲肺疾患 ノ内鮮別調査 結核コ6巻 昭和

13年.　 52.鐵 門大陸衛生研究會.鐵 駿訓練所疾

病鐙力調査.大 陸衛生。2號.昭 和14年.　 53、 島

根縣健康保瞼課,松 江市白潟小學校結核調査 馨

海時報.昭 和15年.　 51)山 岡義郁、田中守也,

徐 政聞,漏 洲二於 ケ・レ小見結核 ノ臨林的研究 蒲

洲屠誌.23巻.昭 和10年.　 55　 山岡義耶,田 中

守也,徐 政聞,1繭洲 ノ小見結核二戟洗 臨肱 な陸5

號.昭 和15年.　 56.金 井進,溝 水寛,學 齢見童

ノ結核感染二關スル知見補遺.結 核.昭 和12年

57)赤 塚京治,奥 野徹,都 市勤勢者ノ結核罹病状

態k就 テ.H本 産業衛生協會會報.94號 昭和14

年 　　58)稻 田淳其他,東 京帝大學生ノ結核二關

スル調査.結 核.17巻.　 59、 山本賢三,會 紅從

事負ノ結核罹病状況及其欝策ノ概要.　 60)北 海

道廃衛生課,北 海道小學校児童結核楡診成績 醤

海時報 昭和14年.　 61ノ 坂本義政其他,大 阪市

内中心部某小學校及幼稚園見二於ケル結核集團検

診 二就テ.結 核.昭 和14年.　 62>警 硯廃竪務課,

娼 妓二於 〃ル 『ヅ」反噸陽縛 〉獲病.昭 和15年.

63J今 村荒男,肺 結核 二關スル 集團検診.結 核.

絡 巻 昭和13年 　　64)今 村荒男,集 團検診二於

ケル「ツベルク リソ」反鷹.日 本欝事新報.昭 和12

年12月.　 65.今 村荒男,B(G接$et　 x・就テ.結

核.15巻 昭和12年5月.　 66、 山岡義鄭,1繭 洲

ノ小見結核二就テ。臨抹大陸.3-4號.昭 和14年.

67)曾 我幸夫,名 古屋市匠吏員穣診成績.結 核.17

・巻.昭和14年 　 68、 星圭、宮城縣某甲村3QOO名

ノ健康調査成績二就デ 昭和14年 　　69)警 視 廃

署務課,東 京市内喀疾検査成績.　 70)河 端 明,

肺結核患者二於ケル喀血死.結核.昭和14年 、　 71)

尾崎吉助,敏 室 ノ換氣二關スル研究.1繭洲陽誌.13

巻・昭和5年 ・　 72　 稻葉逸好,講 洲免童 ノ趨質.

漏洲保健問題十講 昭和8年 　 73ノ椰野嚴,渦 洲

二於ケル糺核二就テ.昭 和!2年12月 講演　　71>

寺 尾殿治,健 康相談所事業 ノ箕漂、 人生ノ幸編,

昭和9年,　 75)東 京市役所,昭 和12年 東京市療

養所年報 　　76)東 京市京橋匪役所,京 橋優市立

小學校兇童身髄検査統計表 昭和13年.　 77)合

田肇筆札幌市結核死亡二關ヌル疫學的考察.學 校

術生.昭 和11年 　　78.梅 谷秀雄,豊 來善次,

BCGノ 人膿接種.結 核.昭 和13年.　 79ノ原政

敏,淺 野 均 一,相 澤 豊 三,BCGノ 人 鵬 接 種 二就 テ.

結 核 、昭 和 ユ4年.　 80、 堂 野 前維 慶 郷 其 他,BCG

/1＼ 膣 接 種 成 績 。結 核.昭 和S4年 。　 81)島 本 保,

BCGノ 接 種 手 技 二 關 ス ル 實験 的 研 究.結 核.昭 和

14年 　 　82)有 馬 英 二 其 他,'ソ ベル ク ザ ゐ 反 懸

彰結 彬 費 病 ノ閣 係 。結 核.昭 和13年.　 83　 日置

達 雄 、 北 漏 富 泣 爾 基 保 養 院 二 於 テ そ期 極 寒 中實 施

セ ル腕 結 模 ノ室 内開 放 鼓 二 室外 大 氣浴 療 法 ノ臨 昧

的 銀 察 二 批 テ.日 糟 翻 ゼ1核 　1巻 　 昭 和15年.

84)仙 波 秀 介,北 滞 二 於 ケ ル冬 期 開放 療 法、結 核.

昭 和14年.　 85ノ 徳 山 康 秀,満 洲 噺 京 》ノ嚴 寒 期

二 於 ケ〃 開放 療 法 ノ縄 験.精 核en昭 和14年.　 メ句

太 田正,寒 地 二 於 ケル 小 兇肺 炎 ノ開窓 療 法 二就 テ.

臨 抹大 陸6號.昭 和15年 　 87ノ 正 路倫 之 肋,瀧

洲 二 於 ケル 冬 期 ノ寒 氣 二野 スル 入鱒 ノ適 懸 力 二就

テ.蔽 州馨 誌31巻 昭 和1婁 年.　 S9.久 野寧,

人 盤 手足 ノ耐 寒 反 懸 ノ鍛 錬 二依 ル塊 進 。 満 洲 讐 誌.

31巻.昭 和14年 　 89。1遠 藤 賢,奉 天 二 於 ケ ル 日

光 紫 外線 二就 テ.漏 洲 馨 誌kA　 L6.昭 和9年.90)

遠藤 賢 、赤 運 琢 三,奉 天 二 於 ケ ル麗 學 的 気象 學 ノ

研 究 。1鹸州欝 誌21巻.24巻91ノ 田 中 文 侑,煤

煙 防 止 榔 況 漏 洲 技 術 協 會雑 誌70號 昭 和10年.

92ノ 田 中 文侑,瀟 洲 主 要都 市 甚 於 ケ ル 煤 塵量.繭

洲 繋 誌23巻.昭 和1⑪ 年.　 93ノ 田 中 文 侑、 武 田

守 人,大 連 市 二於 ケル 煤 塵 論關 メ ル 調 査.1繭 洲 署

誌 昭 和10年 　 　94)石 井 磨 、 結 核 豫 防事 業 ノ實

際 的 考 察.結 核.12巻.昭 和9年.95,廣 木彦 吉,

漏 洲 二 於 ケ ル 各 型 結 核 薗 ノ系 統 的 研 究 　 諦洲 麗 誌 。

23巻 昭10年.　 96.今 村荒 男,「 ヅペ ル ク リ ン」

反 癒 轟就 テ.日 仁醤 事 新 報.第836號.特 別 課 題.

97)戸 田忠 雄,「 ソ ベ ル ク 鍵ソ」反 絶 二就 テ.日 本

馨 事 新 報・第836號 、特 別 課題.99　 岡 治 蓮,ヂ ツ

ベ ル ク 騨ソ」反 鷹 二就 テ.日 本 鶴 事漸 報.第836號 .

特 別 課 題 　 　99)岡 治 蓮,見 科 領 域 二 於 ケ ル 結 核

問 題 見科 診療2巻 　　1⑪⑪)岡 治 蓮,精 核豫 防 膿

系 ト其手 技.廣 鐵 鐵 道 馨 會 講 演 昭 和13年.101》

佐 々 虎 雄,「 レ ン トゲ ソ。像 デ 見 ラ レター 時牲 浸 潤

ノ2例 ・ 内 外 治療 ・第8年 。　 102)佐 々虎 雄,一 ・-di

時 性 肺 浸 潤 エ就 テ.診 漸y治 療.第24巻.　 103♪

小 松 雄 吉,胸 部 ザレ ソ 卦ゲ ろ 像 二於 ケ ル… 時 性 陰

影 二就 テ・結 核.i6巻 昭 和13年.　 104、 鈴 木左

内,肺 結 核 患 者 ノ喀 血 二 關 ス ル 統 計.結 核4倦 。

大 正15年.


